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つ
そ
れ
を
廃
田
と
し
、：
亡
処
と
す
る
の
で
あ
る
。
がV

て
、
：関
東
の
諸
国
：：は
. 

年
と
共
に
亡
処
が
増
加
し
て
行
く
。
こ
れ
は
農
民
が
過
税
及
び
高
掛
^
:
,入
用
：
 

伝
馬
夫
役
等
を
逃
れ
、：
そ
れ
を
は
.ぶ
か
：ん
と
す
る
た
め
に
止
む
を
え
ず
し
て
取
，

. 

. 

' 

(

注

—
S

ら
れ
た
手
段
で
.あ
る
.が
、
'.「

其
実
は
至
極
最
取
の
事
に
て
：不
便
と
云
も
余
り
有」 

と
，い
う
も
の
で
.あ
.る
。
.こ
.の
■よ
う
に「

上
方
中
国
と
表
裏」

し
て
、：
田
地
を
多 

く
所
持
し
て
い
る
亩
姓
ほ
ど
貴
窮
し
て
.行
く
原
因
.は
.
.

「

色
取
見
艰
の
定
法」

'に 

あ
る
た
め
、「

田
地
少
く
所
持
、せ
ん
事
を
謀
：る
風
俗
な
れ
は
、：

極
貧
に
困
窮
し
、
 

間
引
子
す
る
と
荒
し
作
り
は
痛
根
よ
り
東
諸
国
の
国
為
'な
り」

と
い
う
結
果
と 

な
っ

た

の

で

あ

る

。
?
ー
に
つ
.い
.て
ー
は
、「

剰
に
船
舶
の
海
氣
及
河
道
悪
敷
、
国 

産
の
渾
送
f

:に
仕
難
き
に
縁
て
貧
国
と
可
成
道
理
明
也」

-

:

と
、
関
東
諸
国
；
 

が
衰
微
す
る
根
本
の
原
因
は
、
実

に

-1
東
都
へ
渡
海
の
：海
道
.に
両
所
の
大
難
所 

か
故」

で
あ
る
9
ご
れ
が
利
明
を
し
て
長
器
論
を
書
か
し
め
た
国
内
的
裏
倩
で 

■も
あ
っ
て
.、
よ
く
有
無
相
通
ず
る
，た
め
の
' 
運
輸
路
及
び
運
輸
機
関
の
改
良
発 

展
に
遽

.を
向
け
る
に
至
っ
た
所
以
で
あ
る
。
第
三
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る 

こ
と
は
、関
東
地
方
に
お
.け
る
制
根
川
め
.存
在
で
あ
る
。「

関
東
の
：国
病
.は
利
服 

川
に
有
、
此
川
の
水
害
は
.霞
ヶ
浦
及
鹿
嶋
入
江
の
大
湖
に
洪
水
湛
溢
て
水
害
と

(

注
二
八〕

. 

' 

.

.

成
也」

.と
い
う
。
利
根
川
が
関
東
平
野
に
交
通
の
利
便
を
：与
え
る
も
の
..で
あ
る 

と
共
に
、

一
度
洪
水
至
れ
ば
、
関
東
の
沃
野
は
泥
水
七
化
し
，て
し
ま
う
の
で
あ 

る
。
こ
こ
に
も
関
東
に
お
.け
る
貧
困
の
一
因
を
見
出
し
て
い
る
。
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策
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(
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利
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カ

産

業

革

命

の

歴

史

的

特

質
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-

,
•
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商
業
資
本
転
化
の
歴
史
的
意
義
を
め
ぐ
っ
て——

：
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. 

.
.
.
.
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.

.

.

.

:
ン

ノ

：■

.

パ

べ

：

-

■-中

-.
材

'
.
.
:
媵

'

'

己

:
:自

次

，

.

'■
'一-
、
.
序

.：
：論

..

.

.

ニ
、

フ
d
 

■
 
I

ル•

.リ
+ヴ
ァ
I

三
、
チ
コ
：
ビ

！

四
、
ホ
リ
ヨ
i 

■
ク
.

.

'

•

.

五
、
結

::

語

' 

■

,

' 

.

'

.

. 

..1,

ぃ
戦
後
に
於
け
る
我
が
国
の
ア
メ
リ
カ
経
済
史
研
究
は
著
し
い
進
.歩
を
遂
げ 

た
。
そ
め
研
究
め
中
心
は
い
.く
つ
か
^
っ
た
.が
、
特
に
研
究
が
集
中
さ
れ
た
の 

は
産
變
本
の
形
成
過
程
で
あ
っ
た
。
そ
の
論
点
は
、

一
言
に
し
て
い
え
ば
、
 

ア
‘メ
リ
カ
産
^

本̂

.の
形
成
は
、
ボ
ス
ト
ン
等
.の

大

商

画

本

が「

ボ
ス
ト
ン
，
 

製
造
会
社」

を
始
め
と
す
る「

ゥ
ォ：

ル
サ
ム
型」

_

に
そ
の
資
本
を
再
投
資 

'し
た
コ
丨
ス
に
求
む
べ
き
か
、：U

ユ
ー
•
イ
ン
グ
ラ
：

X

ド
農
村
の
分
解
の
中
が 

ら
出
て
き
た
農
村
ェ
業
の
自
生
的
展
開
尤
求
む
べ
き
か
、
と
い
う
点
に
あ
：
マ
' 

ア
メ
リ
カ
鹿
業
革
命
の
歴
史
的
特
質

た
。
か
の
地
の
研
究
は
素
ょ
り
、
我
が
国
に
於
け
る
諸
研
究
も
、

二
ゝ
ー
ア
シ
ス 

は
様
々
で
あ
る
が
、
大
体
.に
於
て
前
者
を
支
持
し
て
い
る
様
に
思
わ
れ
る
。
併 

し
そ
の
方
法
な
り
論
点
な
り
は
様
々
'で
あ
り
、：

筆
者
に
は
承
服
で
き
ぬ
も
の
も 

.な

.い
わ
げ
で
は
な
：い
。
.
:
.
: 

.

V
Jこ
で
問
題
点
を
筆
者
な
り
に
整
理
し
て
み
る
'と
こ
う
い
う
事
に
な
る
。
第 

一
に
、
ど
の

産
業
^

2を
と
り
あ
げ
る
が
。
当
華
ら
基
幹
産
寒
を
と
り
あ
げ 

る
べ
き
で
あ
り
、
.毛
織
物
業

.'

.特
に
綿
業
と
鉄
工
業
が
そ
れ
で
あ
る
事
は
略
ぐ 

異
論

.の
な
い
所
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
.

®

^
本
の
再
投
資
さ
れ
た
部r

は
綿 

業
に
限
ら
れ
ず
、
至

と

-L
て
投
機
的
部
門
、
例
え
ば
土
地
投
機
、
'橋
梁
‘
道
路 

及
び
蓮
河
建
設
、
.保
険

，
銀
行
業
及
び
製
造
業
等
で
あ

0
て
、
㈱
罾
ベ
の
ぼ
罾 

は
こ
$

0

の
員
お
資
の
中
で
ど
の
程
度
の
.ゥH:

イ
ト
を
も
ち
え
た
の
か
。
 

第
三
に
、
こ

の

商

襲

本

，の
再
投
資
の
仕
方
は
，
直
接
事
業
に
介
入
す
る
と
い

.
C
4

〕

‘う
古
は
む
し
ろ「

共
同
出
資
者

.\
投
機
業
者

.地
主
-
貸
金
業
者

•
投
資
家」

.，と
し
て
で
あ
つ
た
の
で
は
女
い
か
？
橥
四
匕
、
：̂

|
^
本
の
刺
戟
の
下
に
行
わ

れ
石
産
i

本
の
展
開
を
ど
の
様
に
評
価
し
位
置
づ
け
る
か
。，
即
ち
®

®

本

- 

.

一
.三
'(

三
八
五)

.



.
の
較
化
と
そ
れ
を
媒
介
と
：す

る

産

襲

本

'の
自
生
的
展
開
の
.一一

つ

^:
:
エ
場
制 

展
開

0
:マ
ー
.ス
の
相
互
関
係
乃
至
絡
み
あ
い
方
をi

ど
う
把
摘
す

^
か
ャ
第
五
：
 

に
、
ボ
ス
ト
ン
、
>フ
：ロ 

i

Kン
ス
.等
.の
太
商
置
本
の
再
投
資
さ
：れ
た
ロ
丨 

ヴ
エ
ル
、：
チ
穷
ピ
ー
ぐ
ボ
リ
与
丨
ク
等
の
エ
^

市̂
奴
外
の
都
市
に
七
い
て
は

- 

/
ど
，
な
の〉

か
。
別
言
す
れ
ば
、犬

®
®
;

本
の
苒
役
資
さ
れ
た
地
点
は
、
輸
送 

办
便
宜
も
さ
る
事
な
が
ら
、
何
よ
り
大
規
模
な
水
力
利
用
.可
能
地
で
.あ
り
、
又

，
 

そ
の
故
に
商
_

本
の
睽
资
は
土
地
投
機
的
、：地

代

.
利
子
収
得
的
性
格
を
強 

く
示
し
、独
占
的
水
利
権
に
執
着
し
て
、保
守
的
性
格
を
否
定
で
き
な
い
。
他

方

' 

大
水
力
の
利
用
で
き
な
い
地
点
で
は
、
大
商
i

本
を
招
致
で
き
な
か
っ
た
が 

故
に
、
自
生
的
産
本
は
水
力
一
よ
り
端
的
に
云
え
ば
水
利
権

I

に
し
：
 

が
み
つ
か
ず
に
、
反
っ
て
蒸
汽
機
関
を
逸
早
く
採
用
し
て
大
商
®

;

本
に
よ
る 

綿
業
を
凌
駕
す
る
撖
に
.な
る
の
で
は
な
い
ハ
M
。：

第
六
に
、「

資
本
主
義
の
系
譜」 

を
我
々
が
問
題
に
す
る
場
合
、
.資
本
象
の
社
会
的
系
譜
乃
至
出
自
と
、
資
本
乃 

至
資4

の
社
会
的
源
泉
と
は
区
別
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
、
資
本
制
生
産
の 

ff
l
'
w
i 

T
r

(g
!

e
rは
誰
か
と
い
う
問
題
と
、
資
金
を
誰
が
出
し
，て
い
る
か
'と 

い
う
間
題
と
は
混
祠
さ
る
べ
き
で
は
な
べ
。
過
渡
期
に
於
.て
は
、
■前
段
階
の
生 

産
様
式
に
結
付
い
た
資
本
は
、
有
利
ち
さ
え
か
れ
ば
、
そ
の
投
資
が
ど
の
様
な 

分
野
で
あ

.っ
て
も
、
又
危
險
を
伴
っ
て
も
、
敢
て
投
下
さ
れ
，得
る
。
投
資
し
て 

い
る
と
い
う

事
は
必
ず
し
も
投
資
#
が
前
^
代
的
諸
関
係
を
掘
崩
す
も

Q

と
し 

て
の
生
産
的
労
働
の
担
い
手
と
し
て
立
現
わ
れ
る
#
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な 

い
。
資
金
と
い
う
撕
斯
：̂
表
現
を
通
し
て
み
る
な
ら
ば
、、：問
題
は
投
資
の
仕
方 

で
あ
り
、
資
金
の
社
会
的
源
溱
の
茇
化
の
も
っ
意
義
で
あ
り
、
何
よ
々
も
か
か

.
る
投
資
を
導
ぐ
経
済
構
造
の
変
化
そ
の
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
、

「

問
屋
制
前 

.
貸
,-
と
：

「

家

族
,<
*
る
み
屉
傭」

、「

一
エ
場
內
の
ー
へ
賞
作
業̂-
と
门
寄
宿
舎
制1-
- 

：

等

を

指

標

：に
し
：

て
、：：；

企

業

の̂

1
を
耷
々
.す
る
>
余
り
^

s.
営
办j

的
立 

:
場
にa

い
て
で
あ
る
0
特
定
の
経
^

i

は
"
資
本
及
び
労
働
の
異
な
っ
た
社 

•:
会
的
存
在
形
態
下
に
表
わ
れ
得% 8
我
々
の
問
題
は"
か
：か
る
経
営
形
態
を
、

.

そ
れ
自
体
と
し
て
で
ば
な
く
、
そ
れ
一
を
含
む
全
社
会
経
済
構
造
：の
内
部
に
於
て 

.

乃
至
は
そ
れ
と
の
関
り
に
於
て
考
察
し
、：
.そ
の
歴
史
的
篇
を
規
定
す
る
に
あ 

る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
に
ふ
き
込
ま
れ
た
.

「

社
会
的
魂J

.

の
問
題
な
の
で
あ

:

さ

て

、

以

上

の

問

題

を

解

明

す

る

為

に

、

本

稿

で

：は

周

知

の

三

工

業

都

市

フ
 

ォ
—
ル

，

•，リ
.ヴ
.
.ァ
；

丨
、，
.チ
コ
ピー

及
び
'ホ
.
.
リ

a.
1
ク
を
と
り
あ
，げ
、

い

わ

ゆ

る
 

^

|

^

本

の

苒

投

資

の

垒

貌

と

そ

の

歴

史

的

意

義

を

考

察

す

る

事

に

す

る

。

T

V

ァ

メ

リ

力

経

済

史

研

究

の

動

向

の

詳

細

に

つ

い

て

-は

、

鈴

木

圭

介

「

わ 

が

国

に

お

け

る

ァ

メ

リ

ヵ

経

済

史

研

究

の

発

展

」

'

(
「

外

語

文

化

」

第

二

号

。 

創

立

六

十

周

年

記

念

特

別

号

)

。

鳥

羽

欽

ー

.
郎

r

米

国

経

済

史

の

諸

問

題

及
 

.
び

文

献

に

つ

い

て

」

㈠

㈡

ハ

早

稲

田

商

学

笫

ー

-

五

号

、

一

二

八

号

〕

。

高
 

村

象

平

.
中

村

勝

己

「

■ァ

メ

リ

ヵ

経

済

史

学

界

の

最

近

の

動

向

一

一

産

業

資
 

本

の

形

成

を

中

心

に

し

て

」
(

社

会

経

済

史

学

第

ニ

〇

卷

四

，

五

•

六

号

)

 

(

2

>

こ

こ

で

は

っ

き

り

申

し

て

置

く

が

、

歷

史

的

段

階

と

意

義

を

異

に

す

る
 

凡

ゆ

る

産

業

部

門

を

並

列

的

に

、

均

し

い

ゥ

エ

ィ

ト

を

お

い

て

「

偏

ら

ず

に

一
 

一

考

察

す

る

方

法

に

よ

っ

て

肽

、

歴

史

の

構

造

的

特

質

は

消

去

さ

木

て

見

失

あ

れ

■
て

T

.

A

T

V
で

あ

ろ

ぅ

。

つ

い

.で

な

が

ら

.
タ
ゥ
シ
ッ
グ

H

ジ

ョ

.ス

リ

シ

以

来

の

指

導

他

実

業

家

b
u
s
i
n
e
s
s

 

&

c+
to
に

関

す

る

研

究

に

は

办

が

る

非

墀
 

史

的

方

法

が

著

し

い

。

(

こ

れ

に

っ

い

て

.
は

、

高

村

象

平

へ

中

村

勝

己

、，前

掲
 

論

文

第

四

節

参

照

。)

.

(

3

 )

 

.

'
E
a
s
t
,

 

R
o
b
e
r
t

 

K

J
 

B
u
s
i
n
e
s
s

 

E
p
t
.
e
r
p
l
d
s
e
.
i
:
a

c+
h

e
 A

m
e
r
i
c
a
n

 

R
e
v
o
l
u
t
i
o
z
l
a
x
y

 

E
r
a
,

 

N
.
Y
.
,

 

1
9
3
8

.

反

び

 

M
a
r
t
i
n
,

 

M
a
r
g
a
r
e
t

 

w

.. M
e
r
c
h
a
n
t
s
,

 

a
n
d

 

T
r
a
d
e

 

o
f

 

t
h
e

 

C
o

目

 e
c
t
i
c
u
l
r

 

R
i
y
e
r

 

• 

v
a
l
l
e
y
'

 

1
7
5
0
-
1
8
2
0
.

 

r

.
c
o
l
l
e
g
e
:
.
.
s
t
u
d
i
e
s
-

 

i
n
.
.
.
H
i
s
t
o
r

 
デ

，

.
 

v
o
l
v
w
X
I
V
,

 

N
o
s
.

 

1
1

4
,

 

N
o
r
t
h
a
m
p

c+o
n
,

 

M
a
s
s
.

 

1
9

.co
9
)
'
c
h
a
p
.

p
p
.

1

7

0丨

2

2

2

.を

.あ

げ

て

お

く

。

，鈴

木

圭

介

氏

の

商

業

資

本

の

ー

ー

»

型

化(

同

氏

「

ァ
メ
リ
ヵ
経
済
史
研
究
序
説」

ー
.六
丨
ニ
三
頁)

、

マー

チ

. 

.

ン
：女
史
の
同
様
の
三
類
型
化(Martin, 

Ibid., 

Introduction
)
、

ィ

I

ス
ト
の
：f

国
民
的
資
本
家」

.

.の：性
格
規
定
を
ど
ぅ
動
的
に
理
解
す
ベ
き

.か
、
 

今
後
の
研
究
に
俟
ち
た：

い
。
尙
こ
こ
で
商
業

.資
本=

前
期
的
資
本
と
い
.き
な 

.

ゎ
等
载
す
る
意
外
に
多
い
見
解
：を
採
ぢ
な
い
事
を
明
か

^
し
て
お
.く
。

べ 

(

4)T
:

ハ
ッ
，力

|
、

中

渥

健

式

ン

三

浦

進

訳

，「

資

本

主

義

め

勝

利

J

第

一

九

，
.

1.

一1

一
一
章.r.

ゥ
-ォ
ル

サ.ム
型」：

:の
.綿業？

の，
み

‘.を袖
出
.す
る
事
な
く
、
：
そ 

:
の
避
済
的
営
み
を
全
体
と
し
て
と
り
：あ
げ
：る

.必
要
が
：あ
る
。
そ
の
理
由
は
：本 

.
稿
，全

体

に

明

ゲ

で

あ

る

ツ

.',
■

■

; 

:
'
■
■
■
.
:

.
C6
.

)

シ

ラ

.
'
ォI
.ル
.
.リ
ヴ

ァー

及

..び

ノ
.
.
I
.
ガ

'
.
タ

.ク

.の

.場
'̂
'0
.

C

7)

.

ピ

レ

ゾ

ギ

、

大

塚

久

雄

ト

中

木

康

夫

訳

ら

資

本

主

義

発

薦

の

谦

段

赠

」

.:
ゝ

，巻

末

の

大

塚

氏

の

解

説

中

.
一

.一

七

頁

注

(8
)

参

照

。

な

お

，ゥ

エ

I

バ

I

の

次

の
 

如

き

栺

墒

を

見

ょ

。

「

近

代

資

本

主

義

の

於

張

6

原

動

力

は

何

か

と

い

う

問
 

題

は

、

ま

ず

も

っ

て

.資

本

主

義

的

に

利

用

さ

れ

う

る

貨

幣

が

何

処

か

ら

来

た
 

か

に

あ

，る

の

.
で

は

な

く

て

、

む

し

ろ

何

に

も

ま

し

て

資

本

主

義

精

神

の

発

展
 

と

い

5;
.

こ
，と
な

の

で

あ

「

る

:0
こ

の

情

神

が

生

気

を

.え

.て

活

動

し

う

る

と

こ

ろ
 

，
で

ぱ

、

活

動

の

，手

段

た

る

貨

帶

を

自

ら

調

達

し

て

い

く

の

で

あ

っ

て

、

そ

の
 

逆

で

は

な

.

.い

。

」
(

ゥ

ェ

ー

バ

丨

、

梶

山

力

.
犬

塚

久

雄

訳

：

「

プ

ロ

テ

ス

.タ

ン
 

.'
テ

ィ

ズ

ム

め

儉

理

土

資

本

主

義

の

精

神

^

上

卷

、

七

七

頁

。

傍

点

引

用

者

。)

こ

こ

で

「

資

本

主

義

rt
神
の
発
展

」

と
い
う
の
は

.
、

歴

史

構

成

.

に

作

用

す
 

■
る

生

產

ガ

.
の

主

体

的

条

件

を

措

す

。

■:
.

C

S)
「

ゥ
ォ
ル
木
ム
激
し
へ
自
体
は

、

'
商

業

資

本

の

製

造

業

へ

の

転

化

と

も

、
 

鹿

業

資

本

の

自

生

的

展

開

ど

も

、

又

プ

ラ

ン

タ

ー

•

問

犀

商

人

と

さ

え

も

結
 

付

き

.得

る

。，：
前

1

—-
者

に

，つ

.
'い

て

.
は

.
一.

々

例

.

.示

す

る

必

.要

.も

な

，い

で

あ

ろ

う

。

へ

最

後

者

に

つ

い

，て

は

、

'.
.
-
'
豊

；原

治

邱

■

「

米

国

南

部

に

お

け

る

木

綿

工

業

の

：成

'立 

「

■
に

つ

い

て

」

.

へ

大

分

大

学

経

f

集

吗

の

一

〕

狄

び

「

ァ

メ

リ

ヵ

南

部

木

綿

エ
 

業

成

立

.史

に

M

す

る

'r

考

察

」

分

大

学

経

.済

学

部

創

立

三

ナ

五

周

哔

記
 

:

念

論

文

集

所

載

V

参

照

ハ

^
ヶ

ォ

ル

サ

ム

趣

ド

ト

体

は

麿

史

方

向

規

定

性

を
 

•
 

—

も

た

な

.い

事

は

：明

か

：で

あ

る

o
 

'
 

.

.

.
:

へ
 

ニ 

'

'

,

.

,

.

.

V

X

 

: 

. 

:

 

\

'

.
:.
.、

:
,

.

,
;

:

■ 

,
 

'

 

.

 

....-y
'

.
 

(

1

)

マ

'
サ

チ

.
ュ，
セ

ッ

ッ

州

ト

一

ン

ト

ン

河

畔

の

綿

業

#

1
9

フ

ォ

1

ル

•

リ

ヴ

ァ

I 

'
は

、

I

I

丨

.ィ
ン

グ

ラ

シ

ド

の

摩

地

域

に

比

し

て

极

気

候

ょ

く

^

..
-

て

五

：

(

三

'
八

七

：
>

7
 

メ

リ

■力
.産

業

軍

命

の

塍

史

的

特

質

C

5)

チ

'
.コ

.ピ

I

及

.び

ホ

.
リ

ョ

ー

ク

の

場

合

0
.



業
に
は
比
較
的
恵
ま
办
て
い
た
と
は
.い
冼
、
余
剰
生
産
物
：の
激
岸
貿
易
.と
、：.水
. 

.流
を
利
用
す
る
製
粉
：，
製
材

.
'縮
級
場
杏
造
船
業
を
も
つ
村
落
に
す
ぎ
な
か」 

つ
た
。'.
そ

の

囊

•造
船
業
も
、
.す
サ
チ
.ニ
セ
>
ッ
や

&
丨)

ド

.'
'

ア

イ

ラ

ン

ド

(

例
え
ば
プ
ロ
^

ィ
デ
メ
ス
、

ボ
ス
ト
ン
、

ニ
ユ
I
 

.ベ
ド
：プ
ォ
I

ド)

の
そ

"れ
に
此
較
汴
れ
ば
、
：重
要
性
に
芝
し
か
っ
た
。：

併
し
農
業
に
は
不
利
な
自
德 

条
件
は
製
造
業
に
と
ヵ
必
ず
し
%-
阻

'±
的
と
は
暇
ら
な
'か
マ
た
。
急
な
傾
斜
地
' 

形
と
豊
か
な
水
力
の
存
在
は
製
造
業
.
i
展
に
は
省
利
で
あ
.っ
た
。
•
か
的
な 

原
料
を
用
い
て
、
矶
か
_
か
_
向
を
1 |

.を
行
ぅ
製
鉄
及
ぴ
鉄
加
エ
場
、
製

材

• 

製
粉

.
‘縮
絨
場
、：と

'れ
等

0
地
方
敗
エ
業
は
、
該
祂
方
の
機
械
^

水
車H

、

土 

地

*
水
利
権
提
供
者
及
び
流
通
資
本
据
供
者
と
の
.結
合
に
ょ
る
も
の
.で
あ
る
。

： 

.例
え
ば「

ス
ヮ
ン
•シ
ー
X
場J

(
一

A

0六
.年
'設
立)
は
、
：'ス
ヮ
：ン
シ
.，！
め
機
械
工
' 

ナ
'.タ
ン
' 

ウ
ィ
，
I
ラ
I

及
び
デ
.ク
ス
タ
ー
ゝ
ウ
ィ—
ラ

ー
：と
サ
マ
.セ
ッ
ト
.
の
水
：
 

車H

ォ
リ
ヴ
ァ」

.
，チ
.土
'ィ
ス
が
そ
の
設
立
に
際
し
、
.夫
々
の
技
砠
^

^

㈱
を
拟 

.
て
翁
猿
機
械
及
び
水
車
の
製
造
に
当
っ
た
。
.「

フ
ォ
ー
ル

•
リ
ヴ
>

|製
造
場
1_

(

一
八
ー
三
年
設
立)

1̂

ぼ Fall E
i
v
e
r

 M
a
n
u
f
a
c
t
u
r
y

 
は
、
前

械

エ

に
し
て
主
な
創
氣

.^
,デ
ク

_ス
.
.
タ
I
: 

•
ウ

M
丨
ラ
ー
.及
び
農
民
の
.子
•半
農
半
海
運 

か
ら
出
発
し
、
.ス
レ
ィ
グ
.丨
ゝ
エ
場
で
副
萍
を
受
け
た
デ
イ
ダ
ィ
.ッ
ド
，
ア
ン
-ソ
ニ 

' 

丨
を
坐
産
の
担
当
者
と
し
、
.四
名
の
ジH:

ン
ト
ル：

マ
ン
.
.；

C

ボ
ー
デ
.ン
家
及
.びX

:

 

ゥ
：土
ン
家
各
ニ
.
S
は
土
地

•永
利
権
及

.び
流
動
資
本
.を
提
供
し
、他
の
個
人
.一
 

一
名(

フ
ォ
I

ル

.
リ
ヴ
ァ

丨
及
び
ト

丨
ン
ト
ン
河
畔
の
他
の
タ
ウ
ン

の
住
民〉

. 

は
雙
少
額
を
出
資
し
て
出
発
し
た
。
こ
の「

ジ
エ
シ
卜
ル
マ
ンj

の
性
格
を 

今
少
し
く
検
討
し
.て
.見
る
と
こ
ぅ
'で
ぁ
る
。：'早
く
も
一
七

-—
■•四
年~

~

-
•-
ュ
I

.

•.
一
六 

p

 
一
八
八)

.

.
イ
ン
グ
ラ
>
ド

0
.タ
：ゥ
ン
内
部
で
土
驰
集
狀
が
始
ま
る
時
期
が
略
^
一
A
世 

紀
.
.の.一.
1
0年
代
で
あ
^
事
を
想
起
さ
.れ
た
■い
一

一

以

降

ボ
.
Iデ
.

.

ン
.家(Joseph 

Borden, K
i
c
r
r
d

 B
o
r
d
e
p
)

は
ヶ
ヶ
チ
ャ
ン
河
畔
の
全
水
利
権
を
手
中
に 

収
：め
、:

1
,世
紅
を
経
た

1
'九
世
紀
初
頭
に
は
そ
の
所
有
権
は
、王
と
し
て
ボ
ー.

デ 

シ
家

.-

.バ
'ゥ
，エ
シ
家
及
ぴ
ダ
ー
フ
ィ
ー
家
に
属
し
、
こ
れ
ら
^H

ン
ト
ル
マ
ン 

達

.は
農
場
経
営
の
外
上
記
製
粉

.製
材
場
を
営
み
、
.そ
の
蓄
積
資
本
.
経
営
能 

力
及
び
技
翁
的
知
識
を
^'
て
、」

更
に
綿
業

.毛
織
物
業
，
欽
エ
業
に
進
出
せ
ん 

と
し
て
い
た
。，リ
.
チ

ャ

I

ド

'.'、

ボ
I

デ
ン
は
青
年
時
代
父
を
助
け
て
そ
の
農
場 

及
び
製
粉
場
：で
働
き
、
や
.が
て
父
に
代
つ
て
そ
の
経
営
に
当
つ
：た
。-「

フ
ォ
I
ル 

リ
ヴ
.ァ
'1
.

製
造
場」

、
'
.
.
‘

「

フ
.ォ
.
1ル
.
'■■
»

;

ヴ
ァ
丨
鉄
エ
预」

の
設
立
.に
際
し
有 

カ
な
出
貧
者
と
^
て
現
あ
办
た
。
又
ト
ー
マ
ス.

ボ

|
デ
ン
も
リ
チ
ャ
|
ド
と 

.同
じh

企
業
に
-

y

地

.•：水
：利
権
の
提
供
者
と
し
て
た
あ
現
わ
ホ
る
。：
バ
ゥ
ヮ

1 

家
：に
つ
：い
て
は
海
蓮
業
者
た
る
以
外
に
詳
細
を
知
り
得
な
い
。
奴
上
に
於
て
明 

ち
か
な
如
く
、
；■

「

フ
へ
ォ
；
丨
：
ル

.
•リ
ヴ
ァ
ー
製
造
場」

：
の

霜

は

、
'技

潔

担

当 

者
た
る
小
生
産
者

.：‘

(

機
械

^
.
>水軍
，エ
ツ
；と
土
地•

水
利
湛
及
び
流
動
資
本
の 

,提
供
者
と
の
：特
殊
な
結
合
方
式
で
あ
り
、
：恐
^
く
は——

と
い
ぅ
の
は
バ
ゥ
ヮ 

丨
家
等
の
性
格
規
定
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
，か
ら
で
あ
る
が——

い
ず
れ
も 

.結
局
は
農
民
：•..手
工
業
者
等
の
小
生
産
者
で
知
る
と
推
定
し
て
大
過
な
い
で
あ 

ろ
ぅ0.

「

フ
ォー

：ル
：.
.リ
ヴ
：ァ
1
鉄

エ

题

0
.八
ニ
：
一
 
年
設
立
.

)

も
、
サ
ム
エ 

ル
.

ス
V
イ
.タ
ー
.の
，義
兄
弟
に
し
て
ロ 

ー

ド

.
ア
イ
ラ
ン
ド
の
鉄
，.機
械

.
•
織
 

物
エ
業
に
活
動
ん
た
ゥ
ィ
ル
キ
ン
ス
ン
家
と
、
ボ
ー
デ
ン
家

.
ダ
ー

.フ
ィ
：

—

家 

.

そ
の
他
の
土
地

.,
水
利
権
及
び
流
動
資
本
と
の
結
合
形
態
を
と
り
、
基
本
的
に

は

「

フ

ォ

I
ル

，
リ

ヴ

ァ

ー

製

造

場」

と

性

格

を

同

じ

く

す

る

企

業

で

あ

る

0
 

.

さ

て

、

か

か

る

中

産

的

生

産

者

層

を

担

い

手

と

す

る

織

物

業

.
鉄

工

業

の

自 

生

的

展

開

を

基

盤

と

す

る

フ

ォ

！

ル
.

ヴ
T

—

の

将

来

性

に

着

目

し

た

外

部 

資

本

.

(

特

に

プ

ロ

ヴ

イ

デ

ン

ス

及

び

ニ

ユ
I
 

.

ベ
ド
フ
.

ォ

丨

ド

資

本

)

' 

が

流

入 

し

始

め

る

。

そ

の

代

表

的

例

は

「

ボ

カ

セ

ッ

ト
.

カ

ム

パ

1

一ー
」

で

あ

る

0

こ 

れ
は
ニ
.
ユ
ー
.
*
，ベ
，
.ド

フ

ォ
，
I

ド
の
'
.ク
.
エ

イ

カ
I

商

人

サ

ム
.

エ
.
ル
.

.

ロ
ド
マ
'ン
が

「

ト

ロ

イ

綿
.
.毛

織

物

食

社」

，
の

水

利

権

の

直

ぐ

下

流
.の
.か

な

り

の

水

利

権

を 

購

入

し

、：

ト
ロ
イ
会
社
の
/

王

な

株

主

六

名

等

と
'
設

立

し

た

か

称
#

4

掛

で

あ 

，る

。

ボ

カ

セ

ッ

ト

及

び

ト

ロ

イ

両

会

社

の

所

有

す

る

水

利

権

は

ケ

ケ

チ

ャ

シ

河
. 

の

瀑

布

点
 

一

ニ

七

フ

ィ

ー

ト

中

の
A

流

六

八

フ

ィ
I

ト

を

含

ん

だ

。

こ
の
潼
の 

水

利

権

会

社

は

最

初

か

ら

疮

募

資

本

で

運

転
.さ
る
.
べ

き

大
X -

業

を

設

立

す

る

.と 

い

ぅ

ょ

り

は

、

紅

し

ろ

水

力
•
利

用

地

を

供

給

し

、

種

々

.の

工

業

に

対

し

賃

貸

用 

の

建

物

：を

建

て

、
斯

く

て
.そ
•：の

役

資

の

有

利

な

収

入

を

追

求

せ
X

と

し

た

。
こ
の 

投

資

方

式

は

、

ロー

々
>

ル
、

マ

ン

チ

ェ

ス

タ

ー

、

サ
コ
，
，
ビ

ド
.
フ

ォ
I

ド

及 

び

。ハ

ダ

ー
X

ン

を

含

む

大

織

物

業

中

心

地

が

最

初

に

発

展

せ

し

め

た

メ

力

一

一

ズ 

ム

だ

っ

た

。

こ

の

い

わ

ゆ

る
 

'

「

賃
«

工

場

a
p

a
r

t
m

e
n

t

 

f
a

c
t

o
.

r
y
」

方

式

は 

皮

功

し

、

一

八

三

；一
年
7

ォ

ー

ル

，
：リ

ヴ

ァ

ー

の

製

造

を

社

ニ

一
 

申

— -
-

五

が

こ
. 

の

賃

貸

工

場

：(

そ
の
/K

部

分

は

ポ

力
-

セ

ッ

ト

の

建

物

)

を

賃

借

し

て

い

た

。

商 

画

本

が

転

化

し

て

来

た

際

の

こ

め

特

徴

的

形
P

ハ
或

い

は

そ

の

一

層

露

わ

な 

形

態

)

に

つ

い

て

は

後

段

で

触

れ

る

事

に

：す

る

が

、

こ

の

様

な

地

代

収

得
#

^

 

性
格
が
本
の
転
化
の
何
ょ
り
の
微
な
め
で
あ
る
。

.

,

次
^

今

.一

つ

の

上

れ

と

関

連

す

る

興

味

あ

る

現

象

を

指

摘

し

て

お

こ

う

。

そ

，.ア

メ

リ

カ

産

業

革

命

の

歷

史

的

特

質

れ

は「

賃
貸
エ
場」

の
一
部
分
の
賃
借
人
の
中
か
ら
而
も
専
門
化
し
た
製
造
業 

者
が
親
わ
れ
て
来
る
現
象
で
あ
る
。
例
え
ば
前
述
サ
ム
工
ル
• 
ロ
ド
マ
ン

の
義 

子
ァ
ン
ド
リ
A
I 

.
P
ブ
..ス
ン
は
、
ポ
力
セ
ッ
ト
の
建
物
の
一
部
を
借
り
綿
布 

捺
染
を
始
め
た'
;
y

A二
五
年)

。

又
今
一
つ
め
専
朽
化
エ
業
の
例
は
膨
卸# 

械
工
業
で
，お
る
。/
従
来
こ
の
種
の
機
械
の
製
造
•改
良
は
そ
の
為
に
雇
傭
さ
れ. 

た
職
人
に
：よ
り
、
織
物
工
場
内
部
の
機
械
工
場
で
行
わ
れ
て
い
た
。

ハ
リ
ス

& 

ホ
々
ズ
機
械
製
造
会
社
は
ポ
，ヵ
セ
ッ
ト
の
建
物
の
他
の
部
分
を
賃
借
し
、
ボ
ヵ 

セ
ッ
ト
工
場
め
為
に
、：

.よ
り
古
い
会
社
の
設
備
の
増
加
だ
け
で
な
く
、
機
械
の 

多
く
を
製
迤
む
た
。

：
：

こ
こ
で
フ
ォ
I
ル

.

.リ
ヴ
ァ
,.
の
製
造
業
の
歴
史
的
特
質
を
概
括
す
れ
ば
こ 

う
い
う
事
が
で
き
よ
う
。

• 

⑴

へ
そ
の
瀚
業
べ
毛
織
物
業
及
び
鉄
エ
業
の
妬
い
和
は
農
民
‘
宇
エ
業
者
或 

い
は
地
方
的
商
人Q

中
か
ら
次
第
に
.富
を
蓄
積
し
て
上
.昇
し
つ
つ
あ
っ
た
者
で 

あ
り
、
土
地

•水
利
権
等
'の
提
供
者
ざ
え
基
本
的
に
は
同
じ
ほ
吣
の
中
罾
吣
生
産 

者
層
.の
上
層
と
見
ら
れ
る
。
.彼
ら
は
地
方
办
原
料
を
加H

し
漱
か
市
場
の
為
：に 

生
塵
し0

つ
、次
第
に
そ
の
市
場
圏
を
拡
.大
し
て
行
っ
た
。

⑵

：
労
働
力
は
周 

辺
の
農
場
及
び
村
落
か
ら
得
ら
れ
た
。
一
.八
.二
〇

年

を

齓

に

一

一

ュ

ー

•
ィ

シ

グ

ラ
 

シ
卞
農
对
人
ロ
が
分
解
し
て
ー
.方
で
は
エ
業
村
落

.町
•

他
方
で
は 

西
部
へ
：移
動
し
て
行
っ
た
事
は
知

.

Q

事
実
：で

あ

a

A
四
0
年
代
に
入 

る
と
.靡
，
^

ィ

ン

ダ

ラ

ゾ
ド
及
び
ァ
\
叭
ル
ラ
ン
ド
の
^

が
流
入
し
て
来
る
畠 

は
申
す
迄
も
な
い
0〕

⑶

プ
ロ
ヴ

i
ア
ン
ス
、

一

1

ュ
I 

.ベ
ド
フ
ォ
I
ド
等 

の
商S

：

本
が
授
資
さ
れK

い
る
が
、
そ
の
.投
資
め
仕
方
は
地
代
収
得
者
的
で

-七

C1H

八
九)



知
る
。
又
ト
ー
シ
ド
ン
河
、
：ケ
ヶ
チ
七
ツ
河
の
.水
力
は
比
較
的
小
規
模
な
為
、
 

ボ
ス
ト
ン
：等
の
大
@

*
本
が
流
れ
込
ま
な
か
.？
た
が
、
:-
そ
の
為
ー
：時
は
ボ
ス

. 

ト
ン
系
エ
場
に
压
倒
名
れ
み
が
、

ー
八
四
三
年
以
降「

鉄
エ
所
|-
-
グ
.ル
丨
ブ
が 

い

ち

.-
¥
*く
蒸
汽
機
関
を
採
^
し
、
逆
に
ボ
ス
ト
.

\

資
本
を
抑
え
て
行
く
。
.こ
れ 

は
土
地
：•
_水
利
権
に
し
が
み
つ
か
ざ
る
を
得
な
い
様
な
巨
大
*

^

本
が
入
っ 

て
い
な
か
っ
た
為
で
あ
る
。
而
も
^p

j
；

本
の
営
む

.
•

「

賃
貸
工
場
.

」

の
賃
借
人 

'に
よ
っ
て
様
々
な
製
造
業
が
営
ま
れ
、
而
も
か
な
り
専SZ

化
さ
れ
た
部

門

、
：
特 

に
織
篇
械
の
生
産
が

独

立
^
始
め
で
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
総
じ
て
フ
ォ

ー 

ル

•
リ
ヴ
ァ—

で
は
大

^

^
本
.を
惹
き
つ
け
る
に
足
る
大
水
力
が
不
幸
.に 

し
て

_

は
#*
卜
%')

利
用
で
ぎ
な
か
っ
t
L S
、

流

入

し

た

^

^

本

も

大

き
 

+な
出
囊
を
も
ち
辱
な
か
っ
0

- «
そ

1
て
自
生
的
な
農
村
エ
業
の
展
開
が
.(

素
よ 

り
そ
れ
途
は
平
坦
で
は
な
か
っ
た
が)

、
次
第
に
全
機
構
他
な
ゥ
ュ
ィ
ト
を
も 

つ
に
至
.ヮ
た
。

⑷

最
後
に
.、ボ
ス
ト
ン
，製
造
会
社
等
の
‘「
ゥ
ォ
ル
サ
ム
型
エ 

場」

が
力
1

の
導
入
パ
発
展
に
果
し
た
役
割
を
過
大
に
評
価
す
る
点
忆
関
し 

.て
で
あ
る
。
ス
レ
ィ

ター

の
美
兄
象
ゥ
ィ
ル
キ

シ

ス

ン
家
は
そ
の
ポ
ー
タ
ケ

ッ 

.ト
機
械
製
造
場
でT

八
一
六
年
以
降
ギ
ル
モ
ァ
織
機
の
製
造
を
始
め
、
そ
の
影 

響
は
直
ち
に
波
及
し
、
一
八
二
〇
年
代
に
力
織
は
フ
ォ
!

ル
.
リ
ヴ
ァ
|'

で
は
珍 

し
く
な
か
っ
/C
S
。
然
り
と
す
れ
ば
、
塵
業
技
術
系
列
展
開
の
プ
口
セ
ス
及
び
そ 

の
テ
ム
ポ
に
於
て
前
期
的
資
本
の
果
す
進
^
的
役
割
は
全
機
構
的
に
は
意
外
に 

低
い
の

.で
は
な
い
か
。
1
目
す
ル
ば
そ
の
力
織
機
導
入
に
関
す
る
独
占
的
地
位 

が
余
り
に
も
早
く
且
つ
員
#-
に
崩
^
し
て
行
く
点
：に
こ
そ
或
い
は
^

^

さ

せ
て

 

行
く
歴
史
的
諸
条
件
の
広
汎
な
成
熟
に
こ
そ
芷
し
く
ァ
メ
リ
ヵ
的
な
特
質
が
あ

?

) 

■ 

■
; 

- 

~

る
の
で
は
な
い
か
：

：

.

、
 

： 

* 

. 

. 

、
. 

• 

• 

J
 

• 

. 

.

(

1)

'
.フ
>-
.
~ル
•
リ
.
*ゥ：
ァ

！

に
.
'関
ず
る
史
実
ば
、'-Smith, 

Thomas. 

Russel、
T
h
e

 

Cotton 

Textile 

Industry 

o
f

 

F
a
l
l
w
i
v
e
r
”

M
a
s
s
a
c
h

cswetts 
“

^

S
t
u
d
y

 

of 

I
n
d
u
s
t
r
i
a
l
t
o
c
a
l

 ization.

• 

.

.

.

.

.

.

.

ぐ1ST.

K1., 

1944,

に
依
诞
し
.た
。
特
に
必
要
の
な
い
限
り
煩
雑
さ
を
避
け
る
為 

■
に
.一
々
引
^
す
る
.事
を
省
略
.す
る
。■
k
T同
じ
0
な
お
豊
原
治
即「

ァ
メ
リ 

力
産
業
資
本
の
形
成」

(

大
分
大
学
経
済
論
集
第
九
卷1

号〕

参
照
。

(

2)

平
出
宣
道
氏
の
ォ

-U
ジ
ナ
ル
な
研
究「

タ
ゥ
ゾ
.
シ
ス
テ
ム
の
研
究」 

そ
の
.ー
丨
五
、(

明
治
学
院
論
叢
三
八

•
三
九

•
四
〇

•
四
四

.
四
六
号)

、
 

特

に「

へK

1

.ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
植
民
地
に
■お
け
る
土
地
集
中」

(「

ァ
メ
リ

.

力
経
済
史
研
究
会」

に
於
け
る
報
告)

。
欧
文
文
献
は
同
氏
の
論
文
を
見
ら
れ

こ
.
' 

.
0 

パ‘
*

•

(

3〕

鳥
羽
歛
，一
郎「

一
九
世
紀
初
頭
南
部
-—
ユ
ー
•
•ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
に 

お
け
る
農
村
構
造」

(

社
会
経
済
史
学
第
二
.三
卷
三
号
：

)

所
載
の
文
献
を
見
ら 

れ
た
ぃ
。

. 

‘

■

(

4)

水
力
の
規
模
の
問
題
は
、
ボ
ス
ト
ン
資
本
を
惹
き
つ
け
な
か
っ
た
事
を 

説
明
し
て
も
、
そ
れ
が
如
何
に
し
.て
ぎ
生
.的
な
農
村
工
業
の
展
開
の
中
に
く

'
.み
こ
ま
れ
て
、
生
.産
力
と
し
て
発
現
し
た
か
を
説
明
し
な
い
。

(

5)

こ
の
误
.ス
ミ
ス
の
.興
味

あ
る
フ
ォ
ー 

> 
.

リ
ヴ
_ァ
ー
製
造
業
出
資
者
の 

投
資
前
の
居
住
地
.
営
業
地
別
の
表
を
見
ら
れ
ょ
。

ハg
a-
c+
p1
o

p
.
: c
i

r 

p. 

3
P

 

3
3
0
。

フ

ォ
ー
ル
：.
.
リ
ヴ
ァ
ー
及
び
近
膦
タ
ゥ
ン
の
資
本
は
再
投
資

さ
れ
て
次
第
に
：重
要
性
を
増
.し
て
行
く
に
反
し
、
プ
ロ
'

ヴ
ィ
デ
.ン
ス
.及
び
ニ 

ユ
ー
•

ベ
ド
フ
ォ
ー
ド
.の
そ
れ
は
一

)

時
的
投
資
に
'止
ま
り
再
投
資
さ
れ
.な
い 

為
.、
次
第
に
1̂
.要
性
を
先
.つ
て
行
く
、
と
い
.
ぅ
ス
ミ
.ス

の
.見
解
は
.興
味
深
.い 

が
、
前
居
住
地

•
.営
業
地
別
と
ぃ
ぅ
分
類
法
は
、

p
A
#

か
#4

」. 

的
な
き
ら
い
：が
あ
.る
0

' 

,

.

(

6)

.
こ
.
.の.外
、
.
.
こ
.
.
.
の
直
後
に
.デ
ク
.ス
タ
.
1
.
..ゥ
..ィ
ー
.
ラ
'
.

—

、
.
ト
.ロ
'
イ

会

社.% 

織
機
を
製
造
し
て
.い

る

(

-(
»

|笋

0
?
'
&
.
,

,?
2
4

〕

0へ 

-
(

7)

五
柯
参
照
0 

■ 

へ

,
.

' .
■三 

'■■
,

‘

.
_
 

I

中
産
階
級=

独

立

手

ヱ

蕾

が

：
、

辦

辑

ャ

纪

は

ィ

|

^

#

と 

X
場

労

働

.者
に
分
解
し
て
行
く
過
程
、
旧
衬
落
共
同
体
が
±
業
町
の
母
眙 

と
な
る
適
.程
、
.或
い
は
共
通
の
伝
統
と
教
会
と
を
有
す
る
社
会
層
の
資
本
と
労
：
 

働
へ
の
分
解
過
程
、そ
ぅ
し
た
過
程
が
正
し
：

<11 

' ラ
！

，イ
ン
ダ
ラ
ン
ド
の
參
歡 

的

な

産

雲

本

.の
形
成
過
程
な
の
で
.あ
る
が
病
し

.そ
れ
は
並
、日
！!

で̂
は
な
.い
。

コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
M-
上
流
の
工
業
^jB

チ
'コ
'。ヒ
I
.は
、
■ 

0
-
-
1

レ
'.ン
ス
-:
>
ロ
. 

Iゥ
. 

:
モ
ル
、
，マ
シ
チ
エ
.ス
タ
ー
:

〔

ホ
リ
ヨ
'丨

ク

一

引

用

者

〕

等
と

並
ん
で
、
先
行 

経
済
段
階

.

か
..

ら
の
漸
通
的
.工
業
化
の
過
程
を
経
る
事
な
く
、
，ボ
ス
ト
シ
資
本
に 

.ょ
る
人
工
的
建
設
^{£ 

*「

会
社
都
市com-pan.y

ct-
o
w
%
J

*tr
^
^
:
i
n
^

 

.
的
展
開
と
の
絡
み
あ
い
が
最
も
典
型
的
に
.み
ら
れ
た
例
で
あ
る
。
-

水
力
に
恵
ま
れ
た「

エ
業
タ
ゥ
ン
.
1
1
1
&
3
1
:
:
^
1
1
:
0
|
1

で
'あ
？
た
が
、
不
幸 

に
し
て
そ
の
農
村
構
造
，に
つ
.い
て
は
全
く
知
る
所
が
な
い
。
最
初
の
入
植
以
来 

チ
コ
。ヒ
ー
は 
一.
0

0

に
亙
っ
て
農
業
を
中
心
と
し
て
い
た
。
チ
コ
ピ

I
の
工
業 

:
祀

»

1つ
.の
.コ
丨
ス
を
'と
る
。\先
ず
、
植
民
地
時
代
末
期
か
ら

1
九
世
紀
初
頭 

-'
1
Cか
.け
.て
小
規
傲
'̂

工
業
が
勃
興
し
て
来
た
。
' ど
0
タ
ゥ
ン
に
も
見
ら
れ
る
小 

'
エ
業
.の
中
か
ら
勃
興
し
て
来
る
織
物
業
と
鉄
エ
業
が
そ
れ
で
あ
る
0 

N
織
物 

業
。：
第
，一

に

霞

坐

産

者

か

ら

謹

な

作

業〔

梳
毛

.:
:仕
上

•
染
色
エ
程〕
、
を 

，引
受
け
て
専
業
化
し
て
来
る
者
が
現
わ
れ
た
.：が
、
原
料
ば
所
有
せ
ず
、
雇
傭
者 

で
：あ
る
と
共
に
被
傭
者
で
も
あ
っ
た
'G

u
s

c+.avus .
F
i
n
n
e
y
.

の
小
綿
，
毛
織

. 

物

F

工
場」

，.が
そ
れ
で
あ
る
:0
こ
の
様
な
漸
く
専
謂
し
た
手
工
業
者
ょ
り
更 

に
発
展
し
た
：形
態
はo

h
a
p
^
L

 m
i
l
l

.で
あ
る
。William, Levi, Joseph 

C
h
a
p
i
a

 

C

恐
ら
'く
原
所
有
権者

：.

の
子
孫〕

が
、

一
八
一
〇
年
梳
綿
機
ニ
台
、
 

d
r
a
w
i
n
g

 f
r
a
m
e

■「

台
、
粗
末
な
構
造
の
篇
機
ー
一
台
を
備
え
、
六
丨
八
名 

'
の
労
働
者
を
雇
傭
し
、
現
物
賃
銀
議
物
又
は
織
糸〕

：で
綿
糸
を
生
産
さ
せ
、
こ 

の
職
場
主
に
属
す
厶
綿
糸
を
近
瞵
の
婦
女
子
家
内
労
働
者
に
前
貸
し
て
、
手
織 

機

で

馨

せ

('
め
、(

こ
^'
を
集
め
：て
売
1

0た
。
こ
の
様
な
ょ
ぅ
や
く
マ
一
一
ュ 

.フ
；ー7
ク
デ」

ュ
：ァ
に
達
し
尨
か
：と
思
；わ
れ
ゐ
綿
業
部
2
:ょ
り1 .

層
昼
し
い
の
は 

(b
)

_王
業
で
あ
る
。
姊
に
ス
プ
.リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
お
日
？

^
^

§
及 

び

^i
U
i
a
m

 Smith,

は
チ

-n
:
:ピ
丨
瀑
葙
の
土
地

•水
利
権
を
賃
借
し
、
鉄
工 

所
を
設
立
し
て
.い
お
が
、
こ
^;
が
数
人
の
手
を
経
て

--
<
〇

l
#td
e
n
j
a
l

元
来
肥
沃
な
.河
還
域
に
位
レ
た
チ
：コ
ピ
丨
は
、
パ

プ

ス

ト

女

史

W

I

O

H 

.

.
^
0
$

る

「

低
#
タ
ウ
ン
；l
.o
s

J

d

t.o
W
I
l
J
に
し
て
、
词
帱
忆
交
適
の
儐
と
豊
か
な
へ
枕
ス
プ
リ

V
厂
フ
；ィ
丨
^2

だ
け
で
な
く
、：
更
に
広
く
ハ
ー
ト
フ
ォー

ド
、
ウ 

；

，

ア
メ
リ
カ
藤
業
革
命
.
S
史

的

特

質

.

:•
•

,

Q

S

.

C

■ 

. 

- 

. 

.

. 

, 

, 

.
:'

<
 

.

,

 

、〈

.

.

 

.
• :'

:

.

■

'■
■

 

.

 

:

-

'
. 

- 

.

.

.

.

. 

.

.

. 

. 

.

;

. 

» 

• 

• 

. 

.. 

' 

.

.

.

.

.

.

.

. 
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.
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.

 

.

.
ブ



—
ス
タ
丨
、
.：.ノ
.丨
サ
ム

ブ

.ト

ン
及
び
グ

リ

I

ン
”フ

ィ

—

.ル
ド
忙
迄
.來
め
ら
れ

. 

た
。
併
し
べ
：：ル
：チ
：ャ
1,
:
鉄
；エ
所
の
飛
蹯
的
発
展
を
箇
し
た
0
は
、
'ボ
ス

ト

ン

.

,

本
#
丨

る

チ

竽

ピ

ト

：
最

初

め

太

綿

01
場

：
：
？

コ
.：
ピ
へ
丨
.製

造

塞

：
へQ

大
量
の
;: 

土
他
^
水
利
權
の
：売
却
で&;
つ
；た
3
:べ
：ル
>チ
ャ
ー
.は
彼
：の
財
産
办
奈
分
の
売

〉

^̂ 

却
代
金
を
以
て
拡
張
資
金
：と
し
、
.ふ
.チ
：
コ
：ピ
：：
丨

製

造

会

社

：の

機

械

エ

場

そ

の

他

へ

， 

.鋳
物
を
供
給
し
た
。
：と
の
他
に
製
紙
場
，
製
材
場
：

.：製
粉
場
%
見
^
れ
た
，
併

. 

し
シ：ri

ラ
.丨
ク
マ
シ
女
班
は
、
こ
の
様
な
土
着
自
生
的
産
業
は
、
大
水
力
を
開 

発
U
.て
チ
a.
ピ
：丨
を
：

H
®

心
地
に
変
え
る
力
を
も.つ
て
.い
な
か〈

つ
た
9
.東
部 

マ

サ

チ

ュ

セ

：
ッ
：
ッ

め

資

本

：
こ
：
そ

^

^

X場
の
設
立
に
よ
り
チ
：コ
ピ

ー

の
漸
進
的 

工
業
化
の
過
程
を
断
ち
き
ヴ
、

」

段
階
的
発
展
を
こ
え.て
一
挙
に
飛
躍
的.に
工
業
.

.社
会
化
し
た
の
だ
と
し
て
、
' ー
'八
ニ
'五
-
-五
〇
年
の
ソ
ニ
：ユ.卜

.
イ
ン
.グ
ニ
フ
ン
ド
：
 

綿
業
は

.「

語
の
.凡
ゆ
る
：意
味
で
近
辟
だ
：マ
た」

ど
ず
る
？
そ
.こ
セ
我
々
は
、V 

シ
ュ
ラ
ー
ク
マ
.ツ
||
1
身
の
研
究
に
依
拠
し
つ
つ
、
ボ
ス
ト
ン
商
襲
本
再
投
資 

の
実
体
は
何
か
を
今
少
し
究
明
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。

一
群
の
ボ
ス
ト
ソ
資
本
家
は
、
前
述
，せ
る
如
く
バ
ル
チ
ャ
ー
か
ら
大
量
の
土 

池

.水
利
権
を
購
入
し
、^

h
e
w
o
s
t
o
n

 

a
n
d

 

spr

B-gfield 

M
£
g
.

 Co. 
〔

一

八
ニ
ー
一
ー
年
設
立
、
資
本
金
五

0
万
ド
ル〕

を

襲

し

、
ダ
ム

.蓮
河

，
綿
エ 

場
及
び
労
働
者
用
住
宅
を
建
設
し
て
、
チ
コ
ピ
ー
に
そ
の
巨
姿
を
現
わ
し
始
め 

た
。
綿
工
場
は
逐
次
第
四
工
場
迄
建
設
さ
れ
、：

資
本
金
も
七
〇
万

ド

ル〔：

一
A
.
. 

三

五
$

に
達
し
た
。

一
八
ニ
八
年
、▲
社
は「

チ
コ
ピ
丨
製
造
会
社」

.と
改
称
_ 

さ
れ
た
。
こ
の
会
社
の
齋
齋
た
る
や
誠
に
興
味
あ
る
も
の
で
あ
る
。.

そ
れ
は
当 

然
、
.⑴

、綿
工
場
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
止
ら
ず
、

⑵

不
動
産
業
を
営

む

t

即

ち

、

会

社

：の

所

有

す

る

大

量

の

土

地

.

.水

利

権

；

労

働

者

住

宅

中

、

会
 

,嘗
身

墙

す

る

、の

ば

そ

の

ほ

ん

の

：

--
-

部

に

過

ぎ

ず
,-
>

'

:

大

部

分

は

有

利

な

方

法

 

:

で

.霸

ン

：賃

貸

さ

れ

る

。

⑶

；
ぺ

建

設

！

^

即

ち

霸

.

.
ダ

ム

.霧

0 .
建

設

部

 

防

。

.：⑷

：
'
機

械

工

場

。

’
即

ち

綿

業

機

械

の

製

造

.
•

*
理

、

.
新

会

社

へ

：の

機

械

類
 

.供
給

爾

，

w

. v
>

ぅ

四

つ

の

溝

を

包

含

じ

た

「

覆

会

社

ご

尽

び

N
i
d
.

 

o
o
a
M
I 

p
a

n
y

j
:

で

_

後

に

線

業

部

門

.と

建

設

<

機

械

部

門

と

は

、

法

的

忆

も

帳

簿

 

上

も

分

離

さ

れ

、

後

者

は

T
h

e

 

S
p

r
i

n
g

f
i

e
l

d

 

c
a

l
i

 

c
o

'
〔

一 

八

三

一

年 

設

立

、

：
資

本

金

九

方

ド

ル

〕

と
.な

っ

た

。

チ

コ

ピ

丨

製

造

会

社

が

単

純

な

綿

業

 

会

社

で

な

<-
;

、
'.
'.
不

動

産

及

び

機

1

給

'の

独

占

者

的

地

位

を

通

じ

て

チ

コ

ピ

ー 

の

.経

済

発

展

.を

支

配

1 ,
た

。

而

も

こ

：の

現

象

は

チ

コ

ピ

ー

の

み

に

1 1
;

ら

ず

、

ボ
 

ス

ト

ン

-

m

w

本

の

行

く

所

に

.
は

必

ず

見

ら

れ

た

。

‘：

:

.，さ
て

，

然bば
か
か
る
■ボ
ス
.ト
ン
.的
支
配
体
葡
.は
永
.く
つ
.つ
い

た

ヵ

。
.
.
確

力
 

に
ボ
ス
ト
ン
_
統
の
.エ
場
が
綺
.々
と
設
立
ざ
れ
て
符
く
の
を
見
れ
ば
、
そ
の
支 

ia
は
一
.九
世
紀
.の
前
半
を
通
じ
て
ft
固
で
あ
っ
た
事
は
明
が
.で
あ
る
0

E 

•
ド
- 

ゥ
ワ
イ
ト
が
チ
ェ
マ
ル
ム
ス
フ
ォ
ー
，ド
の
刃
物
業
者N

p-t
h
a
n

. Peabody 

.
A
m
e
s
.

一
 
家
に
勧
；§_て
チ
：.
.コ。匕
.

—

に
来
住
せ
し
め
、
' 道
具

.

.刃
物
を
製
造
.せ
し 

.め
た
！：
一
 

八
一
一
九
年

〕

が

、
：
間
も
：な
く「

エ
イ
ム
ス
製
造
会
社」

：
が
組
織
さ
れ
、
 

キ
ャ
ボ
ッ
ト
，ヴ
ィ
ル
に
.移
動
し
た

〔

一.

八

三
四
年〕

。
.資
本
は
次
第
に
増
大
し
、

I
八
四
五
年
に
は「

ス
プ
リ
ン
グ
.フ
ィ

I
ル
ド
運
㈣
を
せ」

の
諸
財
産
を
引
継 

い
で 
一一
0
万
ド
ル
に
達
し
、
綿
業
機
械
製
造
エ
場
を
も
包
含
し
た
。
又
チ
コ
ピ 

1
の
下
流
水
利
権
に
位
し
た「

キ

ャ
ボ
ッ
ト
製
造
会
社」

〔

一
八
三
一
一
年
設
立
、
 

資
本
金
五
〇
万
ド
ル〕

は
綿
-
毛
織
物
、
..
鉄

.

.機
讀
を
製
造
し
た
。
以
上
に

加
え
て「

。ハ
I
キ
ン
ズ
エ
埸」

〔

一
八
三
六
年
設
立
、
資
本
金
五O

万
ド
ル〕

及
び 

「

ド
ゥ
ヮ
イ
ト
製
造
会
社」

〔

一
八
四
一
年
設
立
、
資
本
命
五
〇
.万
ド
ル〕

の
四
会 

社
は
、
同
一
の
資
本
家
.の
管
理
下
.に
.あ
り
、「

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
I

ル
ド
蓮
河 

会
社」

：か
ら
土
地

*
水
利
権
を
購
入
し
、
出
資
者
は
^
<部
分
ボ
ス
ト
：ン
に
居
住
. 

し

，た

。

か

く

て

シ

ユ

ラ

I

ク

マ

ン
は
日

く

、

「

こ
の
裏
を
知
れ
ば
、
チ

コ

ピ
I 

を
エ
業
都
市
化
し
た
資
本
の
齋
於
及
び
そ
の
.
を
齋

6
か
賢
を
迆
る
事
は
出
来 

る
O
Jと
。
併
し
我
々
.の
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
チ
コ
ピ

I
綿
寒
の「

資
本
の 

源
泉
及
び
そ
の
所
有
権
の
性
質」

で
は
な
く
て
、
ボ
ス
ト
ン
資
本
乃
至
ボ
ス
ト 

ン
；
ァ
ソ
シ
エ
イ
ッ
の
チ

コ

ピ
ー
経
済
構
造
の
発
展
に
謂
し
て
も
2
« :
で
ぁ 

-

る
。
別
言
す
れ
ば
、
ボ
ス
ト
ン
資
本
に
よ
る
チ
コ
ピ
一
綿
業
I

実
は

綿

業

だ
. 

け
で
な
く
、： 

4か
<'
為
業
と
並
ん
か
不
動
産
授
機
業

.機
械
製
造
業
.建
設
業 

等——

が
’
ど
の
様
な
歴
史
的
枷
会
罄
降
办
黔
に
連
な
る
か
へ
と
い
ぅ
問
題
で
あ 

る
。
シ
ュ
ラ
ー
ク
マ
.ン
自
ら
！——

恐
ら
く
は
そ
の
方
法
的
意
義
を
自
覚
せ
ず
し 

て

一

ボ

ス

ト

ン

.ア
ソ

シ
エ

イ

ツ

と

、

次
第
に
発
展
し
て
来
る
小
規
模
な
地

方
的
製
造
響
と
の
間
に

.は
和
®'
^

が
あ
る
、
と
述
べ
て
い
が
所
以
で
あ
.

.る
，。 

.

. 

.

V
- 

: 

.. 

,

■

:

'

.

こ
®
様
な
ボ
ス
个
ン
，
ア
ソ
シ
エ
イ
ッ「

に
よ
る
綿
業
は
.、
現
地
在
住
代
理
人 

の
監
督
下
に
生
産
が
行
.い
、
.生
産
物
ば
ボ
ス
ト
シ
：§
t
^
.
;
;
#
!

ai
-
の
手
を
通 

じ
て
売
却
さ
れ
た
。
.金
融
も
、重
要
な
金
融
業
務
は
'ボ
ス
ト
シ
で
、小
口
金
融
や 

賃

銀

亥

私

，
は

.
ス

プ

リ

ツ

グ
フ
ィ
ー
ル

ド
で
済
ま
.せ
.た
か
ら
、：
チ
コ
ピ
ー
に

金

融

. 

震

を

も

.つ
必
要
は
な
か
つ
た
。
'政
治
的
に
も
チ

.コ
'ピ
I

に

於

て

自

治

権

：を

要
 

求
す
る
必
要
.を
認
め
な
が
っ
_た
ャ
併
；し
と
.の
：様
な
不
在
所
离
経
営
卞
の
チ
：コ
-

ピ
丨
に
も
、
い
く
つ
か
め
茴
か
ら
自
生
的
な
発
展
が
展
開
も
て
来
る
。「

中
産
階 

級
の
勃
興」

へ
が
そ
れ
で
あ
.る
。
中
産
階
級
に
は
次
の
四
つ
が
あ
る
。

㈠
商
人 

(

独
立
の
各
種
サ
ー
ヴ
ィ
ス
提
供
者
を
含
む)

。
新
中
産
階
級
の
中
で
指
導
的 

:

地
位
を
占
む
。：
肖

高

級

^
！
ェ
。

高
給
を
食
み
、

社
佥
的
に
も
宗
教
的
に 

も
、

未
だ
富
裕
と
な
ら
.ぬ
'実
業
家

.
自
由
業
者
と
同
じ
地
位
を
占
む
。
闫
綿 

工
場
の
代
理
人

•
監
督
豸
。

そ
め
高
給
を
蓄
積
し
て
、

該
企
業
に
投
資
し
次 

第
に
自
ら
の
比
重
を
増
し
ち
行
っ
た
。
或
い
は
そ
の
蓄
積
資
本
を
以
て
新
企
業 

を
現
地
で
始
め
た
。
H

_地
方
的
小
製

I鐘
者

。

そ
の
特
微
は
漱
か

i '
而
要 

に
庙
ず
る
自
生
的
な
小
生
産
皆
で
あ
る
。
そ
の
存
在
を
可
能
な
ら
し
め
た
の 

は
、

.
チ
.コ
ピ
丨
の
急
速
な
経
済
的
発
展
と
人
口
増
大
、
局
地
的
生
産
者
に
ょ
る 

小
生
産
物
へ
の
綿
ェ
塲
の
需
要
、
嵩
に
比
し
高
価
な
生
産
物
が
高
：い
輸
送
費
を 

償：

っ
て
一
-定
の
市
場
を
も
っ
.た
等
の
事
情
で
あ
づ
：た
。
先

ず

⑴

綿
工
場
へ 

の
生
産
手
段
の
供
給
'0T

h
e

 Willimansett Card M
f
g
.

 Co. 

U

 
八 
二 

九
年
設
立〕

は
近
隣
を
辯
象
に
梳
服
子
及
び
小
鉄
器
を
、.1,

七
名
の
男
子
.
少 

数
の
女
子
を
雇
傭
し
て
生
産
し
た
。
所
有
者S

t
e
p
h
e
n

 B
e
m
i
s

は
ジ
ョ
ー 

.ゼ
ラ
'
•ピ
ー
ス
所
有
の
店
鋪
の
書
詆
か
.ら
出
発
し
て
、
後
こ
の
店
舗
を

S
取 

'り
、
こ
の
店
！
^
営
を
通
じ

.て
蓄
積
し
て
、
梳
刷
子
次
い
で
鉄
器
生
産
を
始
め 

た
.
.チ
コ
ピー

.の
綿
土
場
を
主
た
る
市
場
ど
し
た
が
、
西
部
：マ
ザ
チ
-'
1
-

.セ
ッ
ッ 

の
，小
±
場
に
も
売
却
し
.た
。

；

：
ー
：
：
八

：
四

〇

年

ス

プ

リ

ン

.

V

フ
ィー

ル
ド
に
工
場
を 

移
し

>
/
^
1
1
©
:
;
8
0
1
1
1
1
&

目

<
1-0
&
出
玲

<
1̂:
3
0
:
<1
>
0
0
.
と
.し
て
出
発
し
.た
。
又 

诔
卷
生
産
1
5
6
3
0
;
0
1
^
.
1
^

逢

1
:、箴
及
び
織

#
，

生
産
者J. Al

d
e
n

 

:

等
を
あ
げ
る
事
が
で
き
る
た
倒：

地
方
的
な
帽
子
、
ブ
ラ
ッ
シ
.
.箒

.馬
具

，

' 

•

1J i. 

C
H九
：三)

T
メ
リ
力
產
業
革
命
の
歴
史
的
特
質
_
.



プ
：リ
キ
屋
。

(3
)

:製
靴
業
。
'
(4
>
:
:毛
織
物
業
。
べ
デ

入
又
は
賃
借
し
.、11

五

名
の
男
女
を
雇
傭
し
た
；ゥ
ィ
リ
マ
ン
：セ
ッ
ト
の
毛
織
物

, 

工
場
。
.：
こ

の

他

V

々

擊

し

な

い

が

、
：
こ

れ

ら

の

地

方

的

小

製

造

霧

は

、

'.
,
.
:
ボ 

ス
ト
ン
綿
業
を
媒
介
と
し
或
い
は
そ
の
間
隙
を
縫
？
て
勃
興
し
て
来
た
。
：併

し

. 

な
ん
と
い
っ
て
も
自
生
的
産
業
の
中
最
も
着
目
す
べ
き
は
鉄
.エ
寒
で
あ
る
°.

鉄
！-!

業
の
例
と
.し
て

^
こ
で
は
こ
つ
の
例
を
と
り
あ
げ
る
。3T

h
e

O
K
O
? 

p
e
e

 

F

i
 

.
C
?
〔

一
八
三
六
年
設
立
、
公
称
資
本
金

1
A三
六
年 
一
一
•
五
万 

ド
ル
：
、

1

•
.
八

三

、
九

年

：

1
0万
^
ル
ウ
は
鉄
器
及
び
火
器
製
造
を
目
的
と
し
て
組
織
，： 

さ
れ
た
0こ
の
会
社
は
主
依
的
に
も
資
本
的
に
：も
如
#
ん

‘

6
#
|
?
及

び

螫

鲰

■ 

i

に
由
'っ
て
い
た
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
八
四
一
年
破
産
し
、
全
財
産
'は 

エ
ィ
ム
ス
製
造
会
社
に
貿
取
ら
れ
た
が
、；

一
八
四
九
年
旧
#DK

ヵ

ー

タ

ー

等

に

， 

よ
り
買
戻
さ
れ
た
後
は
ヘ
ヒ
ス
ト
ル
の
生
産
^
開
始
し

、Th
e

 Massachusetts: 

>

1

0
0
.

と
V

て
火
.器

，
ミ
シ
ン
其
の
他
の
機
械
類
を
製
造
し

.た
,0
⑵ 

T
h
e
w
e
l
c
h
e
r

 Iron W
o
r
k
s
.

ベ
ル
チ
ャ

I
及
び
そ
の
三
人
の
息
子
は
夙 

に
鉄H

業
に
従
事
し
：て
い
た
が
、
.'
一
八
四
六
年
以
降
は
ゥ
ー
ス
：タ

ー

の

農

機

具： 

工
場
に
雇
わ
れ
て
い
た

；

J
o
h
n

 E
.

 i
t
t
e
m
o
r
e

を
加
え
、
鉄
道
の
到
来 

と
相
俟
っ
て
、
専
ら
農
機
！

1
5
2

と
し
て
鋤〉

生
產
に
乗
出
し
、
国
内
は
^
^
、

遠
く
南
米
に
迄
も
輸
出
し
た
。
と
も
あ
れ
、
..こ
.れ
.ら
の
：鉄

工

業

は

文

字

通

り

，
. 

の
自
生
的
展
開
が
直
接
生
産
者
を
担
い
：手
と
.し
.て
行
わ
れ
た
典
型
的
部S

：

で
あ 

り
、
ボ
.ス
ト
.ン
.資
本
下
の
現
地
代
理
人
：，
支
配
人
層
の
枱
頭
>
相
俟
.
？

.̂ボ 

:

ス
ト
ン.

ァ
ソ
'シ
-
ィ
ッ
の
比
重
を
次
第
に
減
じ
て
行
く
。
：
1
八
五
七
年
の
恐
.，

.

慌
は
ボ
ス
ト
ン
.資
本
に
打
擊
を
与
え
、
残
る
者
は
産
業
資
本
の
刺
益
に
自
ら
Iを

.

. 

.
ニー一
 

0

一
 t 
九
四

)

従

属

さ
.せ
る

事

を

余

鼷

众

く

さ

れ

る

。
.
、
.

'
'
,
.

、....
 

■..
.,

*
 

-
 

-
 

<
 

: 

.
 

.

C1)

チ
コ
ピ
ー
に
関
す
る
史
実
はs

E
a
k
m
a
n
,

 

Vera, 

e
c
o
n
o
m
i
c

 

、Histor

-̂of a

 F
a
a
o
r
y
『
Own., A

 

s
cf
-
u
d
y

o

HSchicopee, Mass., 

iSm
i
t
h

 College .Studies An.. ilistQryr^Ql.'s^, 

Nos.. . 1
1
4,

.1935) 

N
o
r
t
h
a
m
p
t
o
n
,

 M
a
s
s
.

に
よ
っ
た
。
鳥
羽
歡I

郎

「

ア
メ
リ
カ 

.V:

合
衆
国
に
お
け
る
産
業
資
本
の
形
成
過
程
に
つ
い
て」

㈠

㈡(

早
；猫
田
商
学 

.:
一： 

ニ
：号、

1:
1三
号

)

''
,

.

(

2)

以
上
に
つ
い
.て
は 

ge
g
J
J
^
^
Ibid., pp. 12—15,

(

3) 

pabst, 

:Mar

K-aret 

Richards' 

A
g
r
i
c
e

汁urai 

Tre
n
d
s 

in 

the 

c
o
m
l

a>ct:icu

cf
<!a

n
e
y

 

R
e
s
i
o
n

 

o
f 

M
a
s
s
a
c
h
u
s
o

ct-ts,

:
*1
8
0
0

—

1
9Q0
o
s
w
a
^
c
&
e
p
e
:
<
s
^
c
?

s-
<»
§•
.择
绛

ミ

^
y
a，MX

V
I
,

 

3
0
s
,

 114, 

1941X 
p
'
^
s
t
e
,

17, 

6
P 

.

.

(

4

y

一.
八
；
 

一
-*
年
の
.塔
鉱
炉
M

石
炭
を
求
め
る
広
告
に
よ
る
と
、
、
ベ
ル
チ
ャ 

丨
は
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
！
ル
ド
所
在
：の
J

&

E
•
ド
ク
ウ
ィ
ト
の
店
舗
を
通 

,
じ
て
そ
の
.
勘
定
の
浃
済
を
.し
て
い
た
。
ド
ゥ
ヮ
：ィ
ト
は
地
方
製
造
業
者
'の「

金 

.
:融
又
.
.は
■交
換
代
理
人
1-
と
•し
て
の
役
割
を
果
し
て
：い
た
0

こ
れ
は
ス
プ
リ
ン 

'
ダ
フ
ィ
！
ル
ド
；.の
.市

揚
i
.し
て
の
重
要
.性
.に
よ
る
。

i

f

f
 

S
V 

1

4
 

2
4
-
2
5

.*
第
二
章
冒
頭
で
女
史
は「

資
金 

.
は
各
地
域
の
主
な
.産
業
か
ら
製
造
業
に
流
込
ん
.だ」

-と
い
ぅ
あ
の
有
名
な
ク 

.
ラ
ー
ク
の
提
言

8
1玲
1
5
:
,

 

Victor S., T
h
e

 H
i
s

cf-ory of M
a
p
u
f
a
c
-

 

tures 

t
h
e
a
n
i
t
e
d

 States, N
.
Y
.

 

1949, 

V
O
L

 I, p. 1.92 〕

を
、

.
;•

■ボ
ス
ト
ン
資
本
流
入
後
に
の
み
.正
し
い
命
藤
だ
.
.とし
て
い
る
？
が
：か
る
観
4 

,

に
関
し
て
は
本
稿
1
で
触
れ
た
。
/ 

-

ハ
6)

ホ
リ
ヨ
ー
ク

'
 
の
.Hu

d
l
e
y

 Fails 

0
0
.

(

ボ
ス

ト
ン
資
本
に
ょ
る
賀

収
ぐ 

後
、
分
割
前
の
そ
れ)

を
見
ょ
：。
.
：
.な
お
五
参
皿
。
 

(

(

7) 

s
E
a
k
m
a
n
'
I
b
i
d
,
,

 P. 

200
.
傍
点
引
角
者
。

(

8) 

S
H
a
k
m

目

，Ibid., 

pp. '46-47.
「

商
人

•
銀
行
家

•議
>

MT
.

.

製
造
業
者

*鈦
道
建
設
者」

或
.̂
は
.「

驚
く
べ)

き

『

近
代
的
な』

種
親
の
資 

本
家
企
業」

と
、「

ニ
ユ
I 

.イ
ン
グ
ラ
ン
ド
：の
多
く
の
.端
初
的
工
業
中
心

. 

.

.

.
地
に
於
.て
、
徐
々
に
目
立
た
ぬ
規
模
で
■屈
展
し
つ
'つ
ぁ
る
製
造
業
の
単
位
で.

:

ぁ
る『

局
地
，的』

企
業
の
.比
較
的
小
規
楱
性
.•*
-
-

「

本
質
.に
於
，
て

純

粋

，

'£
中

産

''

階
級』

」

.と
の

対

比

を

见
±-
。

.

. 

.

.

. 

'

■

:
四

.
' 

,
■

'
ン

(

1)
■

コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
河
上
^
の
ホ
リ
ヨ
！

.ク
は
ニ
ユ

f 
•
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
あ

り
き
た
Q
の
村
落
に
.す
ぎ
ず
、
附
随
エ
業
を
と
も
な
ぅ
自
給
農
業
と
家
畜
飼
養
ノ 

に
水
力
作
業
場
を
加
え
た
寒
村
だ
っ
た
。
一.
八
世
紀
半
ば
に
は
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト 

河
上
流
へ
の
入
植
が
進
む
に
つ
.れ
河
筋
の
®

も̂
漸
く
盛
.ん
と
な
.っ
て
来
た
。
 

独
立
後
コ
ネ
テ
ィ
が

ッ
ト
河
流
域
の
主
な
商
人
達
が
、
サ
ゥK

.

ハ
ド
レ
I 

,

フ
ォー

ル
メ
を
S
回
す
る
連
河
建
設
を
企
て
、

P
T
fCD
pH
o
p
Ĥ

cf
-o
H

g

OHS 

the L
o
c
k
s

 a
n
d

 canals, o
n

 Connecticut R
i
v
e
r
》

の

特

^

^

を

受

け
 

て
：一

七
九
.四
年
ダ
ム

3:
'
事
を
完
成
し
た
0
,こ
の
^

1的
§

の
下
に
サ
ゥ
ス

，
■

ハ
ド
レ
-
•フ
ォ
ー
ル
ズ
に
は
製
造
業
が
始
め
ち
れ
た
。
製
粉
場
•製
材
場
.麻 

.

ア
メ
リ
^ii

業
革
命
の
歴
史
的
特
霞

.実
油
製
造
一
阶
の
外
製
紙
場
が
設
立
さ
れ
：た
。
そ
の
一
相
ズ
プ
リ
シ
グ
フ
ィ

I
ル 

ド
の
富
裕
:̂
.店
.舖

主

ハ
ヮ

I
ド
&

ラ
ス

.ロ
ッ
プ
勝
紙
場
、
そ
の
ニ
は
ス
プ
リ 

,ン
.ダ
フ
ィー

ル
ド
の
：著
名
な
製
紙
業
者
エ
イ
ム
ス

家
の
製
紙
工
場
で
あ
る
。
他 

方
赴
岸
の
ア
：ィ
ル
.ラ
ン
ド
に
は
エ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
資
本
家
達
が
所
在
の
縮
級 

場
を
資
収
.し
^
,
0
:
1
1

<1
)H

u
d
l
e
y

 

F
a
H
s

 

0
0
.

:

を
設
立(
一
八
三
ニ
年)

し 

た
。

.

ベ

へ

：
. 

.

. 

.

, 

こ
の
漸
進
讷
な
し
が
し
確
固
た
る
歩
み
は：

一
八
四

ニ
年
ノ

ー

サ
ム

プ
ト
シ

人 

.
に
0:
:
'る
鉄
道
敷
設
計
画
を
ょ
り
突
如
破
ら
れ
た
。
こ
.の
創
i

達
は
ア
ィ

ル
ラ 

ゾ
ド
地
区
の
発
隄
.を
見
越
.し
て
±'
き
賢

4
か
を
計
っ
た
が
、そ
.こ
に
は
闰
㈡&
ミ 

Falls. 

0
!
0
.

が
先
在
し
成
功
し
な
か
っ
た
。
四
五
年
鉄
道
開
通
後
こ
の
地
方
の 

鈇

道

贤

本

家

及

び

^

ス

ト

ン

綿

變

轰

ら

は

G

.

0

:

ヱ
ヴ
ィ
ン
グ
を
介
し 

て
該
地
区
の
農
民
達
の
土
地
と
、Hudleyl F

a
l
l
s

0
0
.
.
.

の
全
財
産
を
手
中
に
. 

収
め
、

一
万
数
千
.エ
ー

ヵ

ー

の

土

地

：

.
'
'
水
^
権
三
〇
万
ド
.ル
、
_.そ
の
改
良
費
を 

あ
わ
せ
て
ニ
五
〇
万
ド
ル
と
い
ぅ
巨
額
の
資
本
を
以
て
.、
新

H
u
d
l
e
y

 Falls 

0
0
.
は
発
足
し
た
0.
株
主
は
そ
の
経
営
を
重
役
団
に
委
ね
、
重
役
団
は
結
局
仲 

介
商
人
'ジ
-

ィ
ム
ス

•

W

.
、
、
、
ル

ス

を

収

A ?

役
に
選
び
、
現
地
代
理
人
及
び
技 

師
を
監
督
せ
し
め
、
水
利
権
を
グ
ラ
ス

ゴ
ー
会
松〔

新
.た
に
組
織
さ
れ
た
綿
業 

会
社〕

及
び
ガ
ル
ー
製
造
会
社〔

ハ
ャ
ー
ド
&
ラ
ス
ロ
ッ
プ
製
紙
会
社
の
監
督

に
ょ
？
て
作
ら
れ
た
.製
紙
会
社〕

に
賃
借
1
始
め
た
。
四
九
年
に
は
ア
ィ
ル
ラ 

ン
ド
•地
区
に
は
食
料
及
び
衣
料
商
店
が
叢
生
しC

約
三
0
名)

、
農
村
店
舗
主

. 

大
：エ

.-
法
律
家

.医
師
等
が
流
入
し
、
土
地
売
買
ば
活
潑
化
し
た
。
.

.
H
u
f
y

 

Falls'

_
c?
、
は
四九

！
-

末
迄
に
五
九
の
土
地
を
売
却
し
た
。
五
〇
年
の
不
況
を

:■
二

三

(

三
九
-五)

/



契
機
ど
し
て
ボ
：ス
：ト
ン
不
在
所
有
者
め
無
能
咬
対
す
る
非
灘
が
起
々
始
_め
だ
：？

又
ァ

ィ
> .

ラ
ン
：ド

人

赞

働

者

の

大

量

流
.人
，と

被

救

恤

貧

民

の

発

生

：が

"見

:^
が
'

 

た
9

H

.
一
年
景
気
回
衝
钇
櫸
に
高
級
薄
物
歌
冷
紗
を
製
造
す
P
第1

一.工
場
設
立
：

.
'と
敗

一

エ

場

の

完

全

操

業

を

坟

で

し

：
て

%:
利
益
思
わ
0'
か
ら
ず
、
他

Q
製
造
業

，
. 

者
達
も
エ
歡
敷
地
を
賈
控
え
で
い
た
.。
''
:

_
は
ご
^
で
土
地
売
却
及
び
ボ
利
®
 

貴
貸
と
、
そ
れ
に
#
ぅ

機

械

エ

場

へ

：
の

蕾

匪

得

と

&
努
カ
し
^;
'め
た
？
そ
.の 

最
初
の
結
実
が
ボ
ス
：ト

V

%
P'
.

T

•ジ.ャ
;̂
:ス
ソ
.等
と
の「

装
飾
品
エ
塲」 

設
立
契
約
で
あ
る
。
併
し
と

.の
植
の
木
動
産
の
改
良
に
は
更
に
巨
額

.0
資
本
を

> 

必
要
と
し
た
が
、
.株
主
べ
の
配
当
金
.は
六
力
年
に
亙
マ
て
行
わ
れ
-て
い
な
い

：

>

 

為
、
.株
主
達
は
注
意
深
い
財
産
管
理
、
機
械
工
場
へ
の
需
要
喚
起
、
土
地

.
•水
：
 

利
権
獲
得
べ
の
刺
戟
の
提
供
を
要
望
し
た
q
か
か
る
裏
情
の
卞
に
あ
り
な
が 

ら
、
.重
役
達
は
。ハ
.
Iズ
ン
ズ
製
紙
会
社
が
土
地
購
入
と
水
'力
賃
借
を
申
し
入
れ 

た
時
、「

残
る
唯
一
つ
の
工
場
用
地
ば
、
.製
紙
工
場
に
比
し
何
倍
も
労
働
力
を
；
 

雇
傭
出
来
る
大
綿
又
は
弔
織
物
工
場
'の
為
に
空
け
て
お
き
た
い」
.と
い
ぅ
理
由 

で
.

T

製
紙
業
.の
様
な
，チ
ッ
ポ
ヶ
な
t
業」

を

奨

励

し

た

が

ら

な

.
か

 

'った
。
：
こ
の 

様
な
商
談
拒
否
の
根
抵
に
は
基
本
的
生
産
手
段
た
る
土
地
，.
水
利
権
の
独
分
昔

. 

と
し
て
の
地
位
と
、
そ
.れ
を
通
じ
て
の
土
地
投i

が
あ
っ
私
の
.で
あ
る
。

21
四 

年
に
な
っ
て
も
好
況
は
到
来
せ
ず
、
株
主
達

©
要
求
に
ょ
り
、
こ
のH

u
d
l
e
y

 

Falls C
o
,

は
、
水
力

•不
動
産
部
門
及
び
機
械
工
場(Hudley 

i

w
 

0
0
0 

と
、
綿
業
部
門(

L
y
m
a
n

 M
:
m
s
)

に
分
割
.さ
れ
た
。
こ
の
様
な
分
割
方
式
は
.

ボ
ス
ト
ン
資
本
投
資
の
普
通
の
形
態
で
、
チ
コ
ピー

其
の
他
に
於
て
も
見
ら
れ 

V
。

「

併
し
こ
の
様
な
財
産
の
分
割
も
、

水
力
会
社
の
態
度
と
利
益
に
殆
ん
ど■

変
化
を
#
え
な
.'
か
っ
た
.

」

'0
、
ハ.
Iス
シ
X
製
紙会

；；

一
 
ー
土
揭
.
...ホ
リ
ヨ
.、丨
ク 

，
製

紙

会i

め
設
立
^
も
拘
ら
ず
、：

五
七
年
め
.恐
慌
を
切
抜
け
る
事
が
で
ぎ 

ず
：
会
社
は
五
八
年
競
売
に
附
さ
れ
た
。
旧

H
u
d
l
e
y

 Falls 

0
0
.
ff
:
Mア 

.ル
フ
レ
.ッ
ド♦

ス

ミ

ス

..は

ス

ブ

リ

ン

グ

フ
ィ
ー
ル
ド
の
鉄
道
資
本
家
.

嘗
て
の 

ボ
ス
.ト
シ
_
襲

$

回
の
代
表
者
チ
-
:ス
タ
ー
•■

w
.
o
llapill',

を
破
；っ
て 

競
落
し
、「

ホ
リ
ヨ

I
ク
水
カ
会
社」

.

T
h
e
w
o
l
y
o
k
'
e "Water P

o
w
e
r

 C
?

..
、が
組
織
さ
れ
'た
。
こ
こ
に
ボ
ス
.ト
ジ
資
本
の
ー
支
配
は
終
焉
を
告
げ
、
.
'後
.に
は
大 

-ダ
^
と
エ
&

落
だ
け
が
遗
ス
た
。：
ホ
リ
ヨ
.丨
.ク
は
新
た
な
主
人
に
首
を
垂
れ 

ぐ
た
。
嘗
て
の
卒
伍
の
中
か
ら
次
代
の
担
い
、手
が
現
わ
れ
た
？ 

'

五
九
年
以
降
.の
ホ
リ
ョ
ー
ク
の
基
本
動
向
は
少
な
く
も
四
つ
を
数
え
る
事
が 

で
き
る
。
⑴
ヘi

#

部
門
で
は
ボ
ス
ト
ン
資
本
が
支
配
ば
故
然
つ
づ
い
た
。「

ラ 

イ
マ
ン
'

H

場」

やT

ハ
ム
プ
デ
ン
工
場」

.の
繁
栄
は
こ
れ
を
物
語
る
。
併
し
そ 

れ
^
と
並
ん
；で
不
在
所
有
で
な
い
例
も
見
ら
れ
た
。バ
プ
テ
ィ
ス
トT

i
m
o
t
h
y

 

パ.Merrick 

.の

-H
メ
リ
ー
ブ
ク
製
糸
会
社
1-
が
そ
れ
で
あ
る
。
毛
織
物
業
は
戦
時 

関
税
や
政
府
の
韋
需
品
調
達
の
刺
戟
を
受
け
繁
栄
し
た
。
ラ
イ
ン
ラ
ン
ド
の
敬. 

虔
な
ル
ッ
タ
一
主
義
の
毛
織
物
業
者
ス
ト
ゥ
.ル
べ
ル
グS

t
u
r
b
e
r
g

兄
弟
の 

営

む「

ゲ
ル
マ
ニ
ア
工
場」

は
指
導
的
地
位
を
占
め
た
。
⑵
.

こ
の
頃
か
ら
て 

.
具
類 

> 農
機
具
、
鉱
山
機
械
、
機
関
車
、
タ—

ビ
ン
及
び
綿
業
•
製
紙
業
機
械 

ベ
.の
需
要
が
屠
ま
り
、i

€
な

「

ゥ
ィ
テ
ィ
ン
機
械
工
場」
：

の
外
、
多
数
の
大 

小
規
模
の
機
#

■•
;道
具
製
造
場
が
叢
生
：し
た
°!
旧

H
u
d
l
e
y

 Falls C
o
,

の
歡 

械H

達
を
主
阵
と
す
る

.

「

ホ
リ
ヨ
ー
ク
機
械
会
社」

、.

G
e
o
r
g
e

匀

.
P
H
0
&

ぼ
W 

の
針
金H

場
を
始
め
、

一
握
り
の
機
械
工
.に
よ
る
ク\

数
の
小
製
造
場
が
そ
れ
で

あ
る
。
⑶

併
し
南
北
戦
争
後
に
か
け
て
、
ホ
リ
：ョ
ー
グ
の
指
i

産
業
に
な 

っ
た
の
は

^

_
で
あ
る
。
前
^
.
.

「

。ハ
I
ス
ン
.、ズ
.製
紙

会

社1-
'
の

創

始

者
 

J
o
s
e
p
h

pP
a
r
s
o
n
s

.は
、

一
六
三
六
年
ゥ
ィ
リ
ア
ム
-
ピ
ン
チ

a
xと
共 

に
■コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
流
域
に
入
植
し
た
一
団
の
一
人
を
祖
と
す
る
が
、
彼
自
身 

に
つ
い
て
は
多
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。f

八
六
〇
年
代
に
は
合
衆
国
最
大
の
書 

字
紙

.

.包
装
用
紙
の
生
産
者
と
な「

っ
た
。「

ホ
リ

3
丨
ク
罾
_
纟
ぜ」

は
、
パ

I 

ス
シ
ズ
T:
場
の
.I

職
長
に
ょ
り
発
起
さ
れ
、
後
錫
器
巡
回
商
人
グ
リ
ン
リ
ー
フ 

G
r
e
e
n
l
e
a
f

兄
弟

'に
売
ら
れ
た
0
. 

Oscar BE.

: 

G
reenleaf 

.
ば

錫

器

巡

回
 

商
ん
と
し
て
、
、、ハ
！
ク
シ
ャ
ー
£
ま
^
罾
を
胄
^
き
、
農
家
主
婦
か
ら
錫
器
と 

交
換
に
え
.た
襤
褪
を
取
引
し
つ
づ
、
製
紙
原
料
商
人
と
関
係
を
結
び
、
自
己
-の 

資
本
を
蓄
積
し
て
、
製
紙
業
者
へ
の
原
料
供
給
を
行
っ
た
。
_
北
戦
#
申
の
紙 

.価
縢
貴
を
利
し
て
、
か
ね
て
売
込
先
、だ
，っ
た
ボ
U

3丨
ク
製
紙
会
社
：の
所
有
者 

と
な

-?
-だ
。、
又
こ
の
ホ
リ
ョ
ー
ク
製g

会
社
.の
帳
簿
係
^

^
日

W
M
t
i
o
g

 

は
、へ
販
売
員
時
代
に
契
約
固
係
を
通
じ
て
広
'く
紙
業
思
に
知
己
を
得
：、
六
五
年 

.資
産
家
と
提
携
し
て
資
本
金
一
〇
万
ド
，ル
セ
新
^
せ

K
ゥ
ィ
テ
'ィ
ン
グ
製
紙
会
. 

法

.を
始
め
だ
。
旧
針
金
エ
塲
を
購
入
し
、
良
質
書
宇
用
紙
を
生
産
し
た
。
と 

の

塗

築

業

者

ニ

-—

ト
ゾ
家
の

-1
^
^

•
マ 
一--
*ラ
会
社i

に
^
い
て
は
：単
に
指
摘
す
る
に

it
め

る

。
：
：
ホ

リ

：
ョ
.
丨

ク

製

紙
 

業
は
、
；農
民
が
そ
め
土
地
を
改
良
•
売
却
し
弋
小
額
の
資
本
を
エ
業
に
段
資
す 

る
か
、
小
商
人
が
次
第
に
蓄
積
し
て
繰
上
ゥ
で
行
く
か
へ
ー
又
は
小
弔
エ
蒙
が
：
 

上
昇
し
て
行
く
か
、.
の
三
づ
の
途
を
経
て
発
區
し
た
、
.典
型

的

臭

村

3:
業
な

の
I

る
。
g

H
業

I

事
I

同

f

し
0
議

譲

.
，
讓

昼

る

プ
メ
リ
カ
産
業
革
命
の
歷
史
的
特
質
"

:

と
次
第
に
大
本
に
よ
る
不
在
所
奮
が
強
く
众
る
。
而
し
て
ホ
リ
ョ

-

 

ク
工
業
の
中
心
ゆ
、：
綿
業
か
ら——

そ
れ
：を
媒
介
と
し
つ
つ
丨

i

wエ
琴 

な
が
ん
ず
く
製
紙
業
忆
移
行
す
る
。
⑷

最
後
に
、
こ
れ
ら
の
過
程
の
棍
抵
に 

は
，
.
.
.
.

H
u
d
l
e
y

 .

:^alls. 
00. 
.4:...Holyoko..water ...power C

o
.

と
い
う

土
 

.
'^'
•■
水
利
権
所
を
の
鈴
い
办
の
変
化
、
特
に
七
一
年
を
境
と
す
るr

ホ
リ
ョ
.
I 

.

ク
水
力
冷
社
；

f

の
當
変
似
の
問
題
が

'あ
る
。
こ
れ
は
ボ
ス
ト
ン
^

^

本
家 

—

>土
襲
本
家
と
い
う
資
私
所
有
者6

齡
化
以
上
に
■丨——

と
い
う
の
.
.は、，
ァ
ル 

フ
レ
ッ
：K.
:
‘
\ス
ミ
：；久
の
宇
に
渡
ら
て
.以
後
も
、.
水
力
会
社
の
霜
は
必
ず
し
も 

:変
化
し
た
と
は
_
£:
.な
い
も
の
が
あ
る
が
；ら
で
あ
る
|

寧
ろ
水
カ
会
社
を
し 

て
自
ら
の
1

を
変
：え
ざ
る
を
得
ざ
ら
1,
め
た
機
械
工
業
、
な
か
ん
ず
く
製
紙 

業
を
中
^;
ど
ず
？)
'
小
生
産
者
：•
小商

人

め

の

抑

え

；が
た
い
圧
力
に 

よ
る
も

0
と
見
.̂'
べ
き
.
.
で
.あ
ろ
^
>
0
'
' 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
:
■■
. 

• 

. 

V
:

-:. 

.:'
'
:-;
v

v'.
.
:',
.

ン

.

(

1

> 

ホ
.'

リ
ョ
I
ク
に
関
す
る
.史
実
はGreen, Constance IVtcLaugli- 

lin, 

Holyoke, 

M
a
s
s
a
c
h
u
s
^
t
s
,
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Case 

H
i
s

c+ory 

of 

tllo 

Industriarw
evolution 

i
n!J
>
日 ericp N

e
w

 H
a
v
e
n
,

 

1939, 

K

.
:依
き
.し
.た
.
。
：-.
.
r
s

(

2 > 

Martin, 

M
a
r
g
a
r
e
t
,

.
 Op. 

cit., pp. 

199I20P D
w
i
g
h
t

 
家
、

.> Justinh Ely, 

L
e
v
i

 .Shepard ;

な
ど
が
主
な
人
物
セ
^̂ 

つ 

い
ズ
は 

M
a
r
t
i
n

.の
該
当
個
所
、H

a
n
n
a
y
,

 A
g
n
e
s
, 

A

 

Chronicle

.of Industry o
n

 the Mill 

River* x
s
m
i
t
h
a
o
l
l
e
g
e

 Studies

.
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■
 

■
 
.
 

,
 

■■■■■■
 

.

.

. 

.
 

• ■:
 

-••
.

ini'Hiitsryf 

V
o
L

 

X
M
I
, 

Nos, 

1
1
4, 

1936
.
)

を
も
あ
げ
て
お
く
。
そ

.

ニ 
五
：'.
'
.
0



.

. 

、

5
へ

(

三
九
八
o'

_ ぃ
 

' I
 
:

■

.

. 

.

.

.資
本
ど
見

‘
べ
^:
.
^
: 

.

の
子
会
社 propriet

-or
s
o
f
i
i
l
e

 U
p
p
e
r

 L
o
c
k
s

 
於
！
I
dCL
a
n
a
l
w.
op' 

the C
o
r
m
.

 R
i
v
e
r

 
に
っ
い
て
は 

M
a
r
cl
-
.
i
n
, 

Ibid., pp. 

1CO
-
.
9
-
2
0
0
, 

C
3
V
'
こ
の
ぐ
于
ン「

7
:ィ
ー
ル
'ド
資

本

家

の

ー

性

格

に

つ

.：い
て
は
明
一
.か
に
し
#
な…

:

い
0
社
長
ア
ル
フ
レ
ソ
：ド

--
ス

、
、
、
ス
ー
は
後
：
ボ

ス

ト

ン

資

.本
と
競
壳
に
於
：て
争
V 

'
.ぅ
に
至
る
>

#、
.次
法

.

(

8:
;

)
；

及
び
本
節
四
末
馬
参
照
0 
.」

ン

(

4
W;
'

'
Green, Op. 

c
i
r
-
d
,
co
7
.
 

'

(

5)

:;「

如
何
な
.
.
る
企
業
も
ロ
ー
ゥ
工
ル
ー
で
は
'
.

Locks. a
n
d
、c
a
n
a
l
s

.
の
土 

:.
:
:地
议
外
に
.は
#
利
。に
.立
地
で
き
な
か
"っ
た
1>
へ
如
何
な
る
水
車

:̂
'L

o
c
k
s
； 

I
 Ca

n
a
l
s
:

の
水
に
，よ
ら
ず
し
.て
は
：廻
転
す
る
事
.：は
出
来
なか

：：

マ
た
01—

(Gibi>, G
e
o
r
g
e
r
o

豸 eet

*:T
h
e

 saco-ljoill 

S
H
o
p
s
; 

Textile 

M
a
c
H
m
e
x
y

 Building in N
e
w

 England, 181S

丨194

V?
i
y
a
r
es
o
r
d 

S
t

u
d

i
e

s

 

B
u

s
i

n
e

s
s

.
.

. -H"fa

ミ

^
.
.
'
. 

VOL.
.

'16)...p, 31,'

.

p
ウ
孑
ル
.

'
で
：
も

ホ

リ

ョ

：

—

、
ク
で
も
、
事
情
は
基
本
的
に
は

.同 
一Vな
..の
で
あ
る
。

.

(

6
.

)

'
:五
参
照
。
，
.
■■

、：丨
 

(

7
> Green, 

o
p
，
ci'bvp.

扣 

o
'

(

8)

個
々:

の
.ボ
ス
ト
ン
商
人
が
、

特
に
綿
一
業
.に
於
て
毁
脊
し
た
事
は
否
定
へ 

.

で
き
な
い
.が
、
他
のH

業
部
門
V
.即
ち
機
械
工
業
、
特

.に
製
紙
業
の
：自
生
的

.. 

展
開
に
よ
み
て
、.，
そ
の
.意
義
は
減
少
し
て
行
く
の
で
あ
る
。.
尙
こ」

」-

で
.ァ
ル 

フ
レ
ッ
ド

•
ス
ミ
ス

.の
性
格
を
グ
リ
：i
ン
は

-1
綿
業
王
よ
り
そ
の
自
的
は

3 

,
 
'リ
'一
般
的
で
、
彼
.の
ョ=v

弾
力
性
の
あ
る
靡
度
に
よ
り
町
は

'利
益
，を
ぅ
け

. 

た
。
ホ
リ
ョ
!
ク
は

喜
ん
だ
0
.

」
(

o
H
e
e
n
,

 -Ibid., 

p* 

6
4
)

と
し
て
い
る 

が
、
土
着
性
の
ョ
リ
強
，い
、
或
い
は
池
方
的
な
利
益
に
ョ
”
接
近
'1
>
て
ぃ
る
，

.

.

.

.
五

.

.

_

.
さ
て
、
以
上
に
於
て

:'
1
ボ
：X
ト
ン
'等
の

^

!

^

本

の

産

震

本

へ

の

転

化

と
 

-
..
い
わ
れ
る
も
の
め
実
体
を
少
し
く
検
討
し
た
ァ
こ
と
.で

今
-

一

度

概

括

し

.
て

み

る
 

.な
ら
ば
、
：こ
.5;
-い
ぅ
事
に
な
る
で
あ
ろ
ぅ
0ゾ
;
.
.
い 

■

..
'

B
-:
.
'ボ
-ス
ト
ン
®W

本
.の
再
投
資
は
、
:
単
ぬ3

^

業
部
門
に
止
ら
ず
、
' ⑵

‘
.•
織
物
機
械i

避
部
巧
へ
⑶
不
動
産
_

、：
⑷
建
設
業
部
问
を
含
む
。
こ
れ
ら
の 

四
部
^
は
単

1
企
業
の
内
部
に
含
ま
れ
る
事
%
少
な
く
な
く
、
特
に
当
初
に
多 

/

ベ
見
ら
れ
た
。
：か
か
る「

混
成
会
社
1-
-
:
.
は
実
に
ボ
’ス
ト
ン
業
の
再
投
資
の
意 

味
す
る
所
を
最
^

的̂
か
示
し
て
“
る
。
即
ち
、
N

土
地
，
水
利
権
の
買
占
，
 

め
と
そ
の
'開
発
後
の
売
却
：‘
賃
貸
は
、
出
資
者
達
が
東
部
.
西
部
の
各
地
で
行 

'
.つ
て
い
た
土
地
投
機
と
本
質
的
に
同
一
.の
も
の
で
あ
る
。：
自
己
使
用
を
超
え
る 

士
地

.
水
利
権
を
独
4
し
、
：：ぞ
の
売
却

> 
賃
貸
は
必
ず
^
?
開
放
的
と
は
い
え 

な

い

し

、
，
：
綿

エ

'場
設
立
そ
の
%'
:の
が
趣
価
勝
貴
を
招
く
。
会
社
も
そ
れ
を
狙
つ 

；

て
い
石
と
思
お
れ
る
節
如
感
ぜ
ら
れ
る
'0
購

A-
戊r

投
機
を
避
け
る
為
に」f

極 

秘
裡
.

T

に
、一
購
入
M

は

「

時
価
"-
で
、
改
良
後
の
地
価

.€
>
暴
騰
|

丨
こ
れ
は 

.

土
地
役
機
響
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
网

"機
械
歡
造
部
£
を
織
業
会
社 

.
が
吸
包
し
：た
の
は
、
充
来
は
自
己
エ
場
用
1

の
製
造
の
'為
で
扒
る
が
、
そ
れ 

以
後
は
近
瞵
エ
場
の
為
に
そ
の
製
造
：.修
理
を
行
？
た
。
.当
時
の
輸
送
の
便
宜 

,を
考
慮
す
れ
ば
、
'機
械
製
造
を
通
じ
て
近
_
を
支
配
す
る
事
は
少
な
く
も
初
期 

/

に
於
^.
は
可
能
で
ぁ
っ
だ
。
(0
)

.建
殼
業
に
っ
ぃ
て
も
事
情
.は
基
本
的
に
は
同

ー>

あ
る

0'
-

さ

て

こ

扎

ら

の

四

^-
^
は
次
^'
に
分
割
さ
れ
て
行
く
。
.先
^

^̂

農
半
エ
の
小
生
産
昔
に
依
茶
せ
ざ
る
を
得
妒
キ
っ
た
⑴「

十
九
世
畠
^
^
の
エ 

部
門
以
外
が
切
離
さ
れ
、
更
に
不
動
産

.建
設
部
門
と
機
械
製
造
部
£
と
が
分
.
-
.
.
場
組
織
は
植
民
地
時
代
の
仕
事
場
と
.は
明
確
に
異
な
る
が
、
産
業
革
命
の
初
期 

離
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て「

水
力
会
社
の
態
度
と
利
益
に
殆
ん
ど
変
化
は

:,
.
に
於
て
は
、
ァ
メ
リ
ヵ
の
機
械
工
.の
知
ら
な
い
基
本
的
技
術
的
&

と
い
う
も 

な
か
？
た
.

」

事
は
勝
に
指
摘
し
た
。
分
割
は
経
営
内
部
か
ら
の
要
求
で
あ
る
が
、

の
は
驚
べ
程
な
か
っ
^
。」

ボ「

ス
卜
ン
製
造
会
社
の
ポ
ー
ル
.'
A
丨
デ
ィ
は
正 

資
本
そ
の
も
の
の
籍
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

.
 

:
し
ぐ
そ
の
典
型
的
な
例
■で
あ
る
。
こ
れ
は
毋
_
イ
；ギ
リ
ス
か
ら
継
承
さ
れ
、
3
リ 

㈡
.
犬
^W

本
に
よ
る
諸
製
造
会
社
のi

n

独A

的

籍

°
製
品
市
場
を
自
由
な
土
壌

.に

.移
植
さ
れ
て
、
展
開
し
て
也
ま
ぬ
必
皆
办
撕
澎
皆
そ
の
も
の
な 

協
定
し
、
大
^

:者

(

例
え

♦は
.ロ ー

レ
ゾ
ス
や
ミ
ル
ズ

)

自
身
が
販
売
代
理
人
の
で
あ
る

0
.而
も
ゥ
ォ
ル
サ
ム
工
場
で
訓
練
さ
れ
，た
労
働
者
が
、
嘗
て
の
ス
レ 

と
し
て
製
品
販
売
を
独
占
七
、
'從
っ
て
そ
め
販
売
利
潤
も
ァ
ソ
.シH.

イ

ッ

内

部

.
イ
タ

-
工
場
'の
そ
れ
と
同
様
、顕
著
な
移
動
を
示
し
て
い
る
事
実
は
、
か
か
る
熟 

に
独
占
さ
れ
た
。
又
技
術

..
生
産
費
な
ど
の
霜
の
交
換
が
相
互
間
に
行
わ
れ：

練
技
術
が
急
速
且
つ
自
由

£
各
地
に
移
植
さ
れ
た
事
を
物
語
る
。
(0
)

^

1
 

た
。 

:

:

 

-

」

入
に
関
す
る
ボ
ス
ト
ン
系H

場
の
地
位
は
必
ず
し
も
独
占
的
と
は
一
！<え
な
い
。

S

不
在
所
有
者
的
、
地

代

.刹
子
収
得
者
的
1

.に
つ
い
：て

は

詳

言

の

要

现

に

'ー
<
世
紀
_

域
来
織
機
の
発
明
は
い
く
つ
か
行
わ
れ
て
お
り
、
ボ
ス
ト 

は
な
い
と
思
う
。
既
に
形
骸
化
し
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
-
ズ

ム

は

倒

錯

し

た

選

良

意

.
ン
製
造
会
社
の
記
録
：に
よ
れ
ば
：、
-
一
八
一
四
年
ニ
種
類
の
屋
を
技
術
的
に
参 

識
と
霧
な
労
務
管
理
察
と
な
っ
て
表
わ
れ
、
他
方
工
場
都
市
の
様
な
田
舎
者
に
す
る
為
に
購
入
じ
て
い
る
。
ボ
ス
ト
ン
系
工
場
の
技
術
上
の
独
占
的
地
位 

に
は
不
愉
快
且
.つ
可
笑
し
く
.て
住
め
な
.か
っ
た
の
で
あ
る
。
在

住

資

本

家

が

例

.は
一
八
ニ
五
年
迄
で
あ
：り
、
•こ
.の
頃
を
境
に
、-i.

ュ
| 

•イx

グ
ラ
ン
ド
の
内 

外
視
さ
れ
た
裏
も
そ
の
逆
の
証
拠
に
外
な
ら
な
い
。
か
く
て
再
畫

t
凝

辇

；

ル
に
於
て
技
術
上
め
発
明
，
改
良
と
機
械
製
造
が
抑
え
難
い
'力
を
以
.て
展
開
し 

新
を
も
無
視
し
た
高
率
配
当
を
む
し
り
取
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
.：： 

て
来
^ 1
。
.
.ロ
ー
ド

.:
ア
イ
-ブ
シ
ド
と
ゥ
ォ
ル
サ
ム
の
技
術
.
機
械
は
当
初
は
互 

H

ボ
ス
ト
ン
®W

本
に
よ
る
力
織
機
の
導
入
の
意
義
に
つ
い
て
0
(a
)

.
に
孤
立
し
.競
争
関
係
に
立
た
な
か
っ
た
が
、
輸
送
の
便
宜
の
増
大
は
、
両
者
を 

ボ
ス
ト
ン
商
人
め
中
に
は
ロ
ー
ゥ
ェ
.ル
の
如
き
技
術
に
関
心
と
熱
意
を
も
づ
者,

競
争
場
裡
に
投
じ
た
0
ボ
'ス
ト
ン
系
工
場
は
と
の
頃
か
ら
次
第
に
技
術
革
新
に 

も
あ
っ
た
が
、

す
べ
.て
が
こ
の
様
な「

国
民
的
自
覚j

を
も
っ
た
#
ば

か

り

で

消

極

的

と

な

り

、
他
の
発
明
し
た
機
械
の
禀

•%
評
判
の
よ
.い
も
の
.を
選
ん 

は
な
く
、
単
に
高
利
潤
に
惹
か
れ
て
、;.
不
振
な
^I

に
未
練
を
も
ち
つ
つ
投
資

.

.で
、.
.特
^
使
用
契
約
下
に
狀
理
人
^
し
て
製
造
に
従
事
す
る
様
に
な
っ(

た
。
 

だ
け
を
し
た
商
人
も
少
な
く
な
い
。
(b
)

ス
レ
イ
タ
ー
に
せ
よ
、

ロ
ー
ゥ
ェ
ル 

㈤
ボ
.ス
ド
ン
‘
ア
ゾ
，シ
ェ
イ
ッ
の
歴
史
的
性
格
。

C
の
問
題
を
金
面
的
に 

に
せ
よ
、
そ
の
熟
練
工
を
植
民
地
以
来
の

—
.ュー
，
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
員

#
の
半
と
り
あ
，
げる沙

.は
次
の
機
会
：に
し
た
：い
が > 

こ
こ
で
比
若
干
気
付
く
点
だ
け
を 

. 

'.ァ
メ
リ
ヵ
靡
業
革
命
の
歴
史
的
特
質 

.

•

■

.

.

.

/

.

ニ ¥

 

X
H九
九)



指

摘

し

て

お

く

。

ジ

ョ

サ

イ

ア
•

ド

ゥ

ヮ

イ

卜

の

如

く

、

ス

プ

リ

ン

グ

フ

ィ

ー
.

ル
ド
の
店
舗
主
か
ら
出
発
し
、
次
第
に
経
営
を
拡
大
し
て
、
数
個
の
店
舖
を
チ

K

イ
ン
：.
.ス
ト
ァ
的
に
響
し

'つ
つ
蓄
積i

、

信
用
授
与
者
..
金
融
業
者
と
し

て
の
機
能
を
も
當
み
、：
又
ポ

I
ト
シ
ュ
，
鉄
製
造
、
前
1

に
よ
る
靴
卞
製

造
、
船
舶
所
有
肺
し
て
最
も
重
要
な
公
債

.
宇
形

.

.

.
抵
当
及
♦ひ
不
動
産
投
資

を
通
じ
て
巨
富
を
積
ん
だ
あ
の
上
！̂

化
過
程
の
示
す
意
義
で
あ
る

.0

.そ
こ

~
に

は
農
村
小
商
人
か
ら
出
発
.し
て
次
第
に
蓄
積
基
盤
を
多
様
化
す
る
.一
ガ
、
地
域

的
に
も
隔
地
®T

へ
連
な
？
て
行
く
、
:そ
の
^
な
過
程
を
通
じ
て
、
そ
れ
自
身

の
社
会
的
性
格
が
変
.っ

而

し

て

そ

の

集

中

的

表

現

は

ド

ゥ

ヮ

イ

ト
家
の
ボ
ス
ト
ン
へ
の
移
動
と
、
婚
姻
関
係
に
よ
.

る
ボ
ス
ト
ン
商
人
貴
族
社
会
；

へ
の
⑽
入
で

あ

る

と

い
ぅ

裏
実
、
更
に
こ
の

様
な
商
人
が
ハ
ミ
ル
ト
ン
.
の
.フ
ェ

デ

ラ

.リ

ズ

AV
の
熱
烈
な
支
持
者
で
あ
る
事
！K 、

.ボ
ス
ト
ン
.
ア
ソ
シ
エ
イ

ッ
と
.
'

フ

ェ

デ

ラ

リ

ズ

ム

の

訣

別

：
..

：
等

の

問

題

を

ど
5 '
.
考

え

る

べ

き

な

の

か
0

^
'
.ボ.ス
ト
シ
：
ァ
ソ
シ
■.エ
イ
ッ
め
.か
か
る
動
き
.に
#
し
、
■'
産

^

^

本

の

自
 

:

'
 

8
 

.

坐
的
な
展
開
を
ど
5
つ
か
む
か
と
い
ぅ
問
題
,0
こ
の
自
生
i

開
は
三
つ
の
局

面
か
ら
行
わ
れ
る
.°

(1
)

ボ
ス
ト
ン

罙

エ

墩

め

れ
理
人.

技
f

 
.

監

督

等

の
.

現
地
在
住
者
の
.中
か
ら
そ
の
高
給
を
蓄
積
し
て
、
経
営
権
.を
掌

握

す

る

，の

み

な

ら
ず
、
.資
本
的
に
も
不
在
資
本
家
の
比
重
を
,

さ
せ
て
行
く
。
又
そ
の
蓄
積

に
よ

-?
■て
新
た
に
企
業
を
創
め
る
者
も
現
わ
れ
.
.
る
0
⑵
■
ボ
ス
.ト

シ

系
の

水
力

.

会
社
か
ら
工
場
の
敷
地
•水
力

•建
物
な
ど
を
賃
借
し
て
い
る
者
が
次
第
.に
上
#
.

し
て
来
る
。
.(3
. 
ホ
ス
ト
シ
資
本
の

_定
配
の
行
ゎ
れ
な
ぃ
地
^_

—

そ
の
典
型

.
'

紅
か
の
ノ
ー
ガ
タ
ツ
ク
：|

で

の

_

層

分

解

の

中

か

ら

上

昇

し

て

来

る

茚

生

:
.

-

v
 : 

.
,.
'
'
: ニ
八

'(

四
0
〇
>
.

的
な
農
村
工
業
。
.を
の
^

と̂
⑶
は
ク
^

^
本
の
支
酤
を
撥
ね
返
し
つ
つ
、
 

或
い
は
そ
の
存
立
の
基
盤
を
掘
崩
し
つ
つ
、
手
を
携
え
て
展
開
し
て
来
る
。
こ 

れ
を
逆
の
面
か
ら
見
る
ど
、
ボX

ト
ン
資
本
が
異
常
な
利
潤
と
不
振
と
い
ぅ
矛 

盾
に
悩
み
つ
つ
、：
破
滅
し
て
行
く
が
或
^,
;
は
自
己
を
変
質
さ
せ
て
進
行
す
る
襄 

態
に
適
處
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
ぅ
過
程
が
ぁ
る
。
更
に
こ
の
関
^
は
西
部
に 

苒
生
産
さ
れ
て
、
.:
'
土

地

投

機

業

者

自

由

農

民

と
し
て
ぁ
ら
わ(

把
、
窮 

極
的
に
は
後
者
が
前
者
に
圧
倒
.し
て
行
く
。
そ
ぅ
し
た
：コ
I
ス
が
正
し
く
ハ
ど 

!;
'
ヵ
阶
な
近
代
化
一
の
特
徴
な
の
.で
は
な
い
か
。

.

C1)

.
ボ
ス
ト
ン
，
ァ
V.
シ
エ
'イ
ッ
全
般
に
つ

'い
て
は
、

1

3̂-
ぼ
，Mhlak-

m
a
n
,

 Gibb, p
a
s
s
i
m

 
の
外

、J o
s
e
p
r
o
n
,

 

H
a
n
n
a
h
,

 T
i
l
o

Q
O
S0
 

Tirreads

“ N
e
w

 E
n
g
l
a
n
d
s

 Mill Girls a
n
d

 

M
a
g
n
a
t
e
s
,

 

•

1949. 

ぐ
を
巻
げ
て
お
く
。
豊
原
.治
郎r

B
o
s
t
o
p

 A
s
s
o
c
i
a
t
e
s

の
経
済
史
的
意
義」 

,:(

大
分
大
学
経
済
論
集
六

'の
5
、
烏

羽
欽一

郎

「

ァ
メ
リ
力
合
衆
国
に
お
け 

ゐ
産
業
資
本
の
形
成
過
程
に
づ
ぃ
乏
尖
玲
ん
早
稲
田
商
学1 

一I

、

..一
 
三 

二
号)

参
照

。
' 

,

(

2 > 

M
p
r
t
i
n
'
o
p
'
c
i
t
.
,

 pp. 

1791183'

C

3)

0

&
ダ

0
^ .
2.
^

ゼ

ゃ
6
5丨
6 

及
び 

§
^

0 

3
.

(
A

次
.の
如
き
表
興
を
見
ょ

.。「

槔
械
工
場
は
要
石k

e
y
s
t
o
n
e

だ」
(Gibb;

0
^
. 

c
s
.
, 

P
'
.
6
S

 

: 

- 

(

5
.

〕

.
前
潘
し
た
''チ
コ
ビ
■■丨
の
.チ

コ
ピ
■

—

製
造
会
社
か
ら
八
.プ
リ
ン
グ
■フ
ィ 

|
ル
ド
遮
河
会
社
が

<

3.£
印
1
0
1
1
目

/
:0
^

0
1̂
.ブ

36
)
、

ビ
ド
フ
ォ—

.
ド
の
ヨ
ー
ク
製
造
会
社
か
ら
サ
コ
永
カ
会
社
がC

K
n
o
w
l
t
o
n
,

 

.
E
v
e
l
y
n

 

H., 

p
e
p
p
e
r
e
l
r
s
l
p
r
o
g
r
e
s
s
.

 

H
i
s
t
o
r
y

 
0
H>a

 

c
o

c+t
o
n

 

Textile. 

C
o
m
p
a
n
y
,

 

1844

ふ945. 

C
a
m
b
r
i
d
g
e
,

 

M
a
s
s
.
,

 

1948, 

p
p
,

00—

1
0

)

.
分
'離
さ
れ
た
例
；を
見
ょ
。
.そ

れ
ら
の
擄
型
は
、
メ
リ
マ
ッ
ク
の
機

.

.

'，械
製
造
部
門
と
土
地
'.
水
利
拖
部
門
と
：，の

：

T
h
e

 p
r
o
p
r
i
e
t
o
r
s

 

6
f
. 

t
h
e

-: 

.
L
o
c
k
s

 

a
n
d

 C
a
n
a
l
s

 o
n

 M
e
r
r
i
m
a
c
k

w
i
H
e
r 

.

へ
の
.，
移

譲

だ

と

：
，
い
へ
ぅ
。 

(
G
i
b
b
,

 

o
p
.

 

c
i
r

c
h
p

 

I
.
)

(
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テ
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；
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.
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.
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テ
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Diet. 

oHS
A
m
. Bi

o
g
r
a
p
h
y
.

の
ド
ゥ

ヮ V

ト

.

•

+

.

.

.

.

.

.
f++

家
..の■項
。；.
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。
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西
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p
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^
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p
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。
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史
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